いわ て 未来 づく り 機 構 平成 2 3 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 平成 23 年 11 月 22 日 ( 火 ) 15:00<17 : 00 
会 場 : 岩手 大 学 盛岡 市 産学 官 連携 研究 セン ター 
MIU 大 会 議 室 (1 階 ) 
次 第 
1 開会 (15: 00) 


2 各 作 業 部 会 か ら の 報告 等 に つい て (15:00~15 : 20) 
① 第 2 作業 部 会 

② 第 4 作業 部 会 

③ 公募 型 復 興 企画 推進 作業 部 会 


3 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 対す る 会 員 の 取組 に つい て 【 事 例 発 表 】 
(15:20<16:00) 

岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 

岩手 県 中 小 企業 団体 中 央 会 

( 財 ) いわて 産業 振興 セン ター 

岩手 県 立 大 学 


岩手 銀行 


の @⑤@@@ 〇 6 


( 休 有 憩 ) 


4 ディ スカ ッ シ ョ ン (16 : 05~16 : 55) 
EE < くく 


> 岩 災 復興 を テー マ に 、 国 の 3 次 補正 予算 に も 焦点 を 当て て < 
5 その 他 (16 :55 ン 17:00) 


6 闭会 








資料 一 覧 
資料 1 いわ て 未来 づく り 機 構 各 作業 部 会 の 実績 報告 及び 事業 計画 
資料 2 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 対す る 会 員 の 取組 に つい て 【 事 例 発表 】 
資料 3 「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の 会 員 の 岩 災 復興 へ の 取組 に つい て 
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資料 


いわ て 未来 づく り 機構 第 2 作業 部 会 の 実績 報告 及び 事業 計画 


テー マ : 産業 基盤 の 集積 と 強化 に つい て 
座長 : 小川 智 担当 機関 : 岩手 大 学 











1 . 開催 実績 等 


第 19 回 : 平成 23 年 11 月 14 日 : これ まで の 取組 と 今後 の 取組 の 方 向 性 に つい て 


























2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 





1) 今年 度 の 活動 方 針 
「 沿 岸 の 産業 復興 支援 」 (特に も の づく り 企 業 等 へ の 支援 ) を 実施 する 。 





























(2) 今後 の 取組 の 方 向 性 
国 、 地 方 自治 体 、NPO 等 、 様 々 な 活動 主体 が 沿岸 の 復興 に 向け て 支援 し て いる 中 で 、 第 
2 作業 部 会 と し て 何 が で きる の か 、 ど う 取 り 組 むべ き な の か 、 様 々 な 視点 で 意見 交換 し た 結 
果 、 一 定 の 方 向 性 が 得 ら れ た 。 
・ 第 2 作業 部 会 の メン バー の 再 構築 を 行う 。 
沿岸 部 の も の づく り 産 業 支 援 と いっ て も 広域 で あり 、 被 災 地 の ニー ズ は 一 律 で は な い 。 
現状 を 把握 し て いる 沿岸 地域 の 自治 体 、 企 業 等 が 加わ る こと に より 、 ま た 、 生 の 声 を 聴く 
機会 を 設け る こと で 、 効 率 的 で 実効 性 ある 支援 を する こと が で きる 。 
・ 現 在 (今日 、 明 日 ) の こと で は な く 、 近 未来 の 支援 を する べき で ある 。 
現在 の 復旧 ・ 復 興 (も の づく り 産 業 を 含む ) に つい て は 、 国 、 地 方 自治 体 、 大 学 、NPO 
等 を 中 心 に 進め られ て いる 。 未来 づく り 機 構 作業 部 会 と し て は 、 単 に 以前 の 状態 に 戻す だ 
け の 支援 で は な く 、 導 来 に わた っ て 発展 し て いく よう な 、 新 事業 の 創出 を 含め た 支援 を 実 




































































































































































































































































施す る 。 

・ 被 災 地 で 再起 し よう と し て いる 元気 な 企業 を 中 心 に 支援 し (重点 支援 企業 ) 、 復 興 モ デル 
を つく る 。 

・ こ れ ま で 取り 組ん で きた コー ディ ネー ター 育成 に 関す る 成果 を 積極 的 に 活用 する 。 



























































・ 未 来 づ くり 機構 (第 2 作業 部 会 ) と し て 、 沿 岸 復興 ・ も の づく り 支 援 の 取組 を 積極 的 に ア 
ピー ル す る 。 

















3 人 
(1) 今年 度 第 2 回 (第 20 回 ) の 作業 部 会 の 開催 
部 会 メン バー を 早急 に 再 構築 し 、 浴 岸 復興 、 も の づく り 産業 の 支援 方 策 の 具体 に つい て 検 


討 し 、 事 業 計画 案 を 作成 する 。 






































いわ て 未来 づく り 機 構 第 4 作業 部 会 の 実績 報告 及び 事業 計画 


テー マ : 地域 力 を 支え る 人 材 育 成 





座長 : 後藤 沿 人 担当 機関 : “岩手 大 学 








上 1. 開催 実績 等 


第 20 回 : 平成 23 年 7 月 6 日 : 今年 度 の 活動 計画 と 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 に つい て 検討 
第 21 回 : 平成 23 年 11 月 16 日 : 今年 度 の 活動 計画 の 具体 化 に つい て 検討 



































区 2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 
(1) 作業 部 会 の 活動 方 針 
・ 今 年 度 は 震 災 か ら の 「 復 興 」 を テー マ に 活動 する 。 
・ 具 体 的 に は , 昨年 度 の 活動 に 「 震 衝 復 興 」 の 視点 を 加え て , 活動 を 継続 する 。 
・ 機 構 会 員 や いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム と 連携 し た , 復興 に 向け た 人 材 育 成 に 取り 組む 。 






























































(2) いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム へ の 「 地 域 リ ー ダ ー」 像 提言 

昨年 度 か ら 検 討 し て いる 「 地 域 リ ー ダ ー」 像 に つい て , これ まで の 検討 結果 を まとめ た 提 
言 を , 7 月 に いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム に 提出 し た 。 

提言 で は , これ まで の 検討 結果 に 加え , 地域 復興 を 牽引 する 役割 に つい て も 言及 し , 「 復 
興 」 は これ か ら の 地域 リー ダー 像 に 不可 欠 な 観点 と し , 学生 だ け で な く , 社会 人 を 対象 と す 
る 人 材 育 成 プ ログ ラム の 開発 を 要望 し た 。 
































(3) 人 材 育 成 デ ー タ ベー ス 

7 月 か ら 8 月 に か け て 人 材 育成 デー タベース 更新 に 係る アン ケー ト 調 査 を 実施 (対象 : 机 
構 会 員 , 県 内 の 地方 自治 体 ・ 商 工 会 議 所 ・ 農 協 ・ 漁 協 ・ 森 林 組 合 ・NPO 団体 , 計 480 機関 ・ 
団体 ) し , 60 機関 ・ 団 体 か ら , 374 件 の 人 材 育 成 プ ログ ラム に つい て 回 答 を いた だ いた 。 調 
査 結果 を 基 に , 人 材 育 成 デ ー タ ベー ス (http://mirai4. iwate-u. ac. jp/) の デー タ 更 新 及 び 
ユー ザビ リティ 向上 の た め の シ ステ ム 更 新 を 10 月 に 行っ た 。 

シス テム 更新 で は , 「 岩 災 復 興 」 関 連 の プロ グラ ム を , 通常 の 分 野 検索 と は 別に 検索 で き 
る 機能 を デー タベース に 追加 し , 各 機 関 が 行 う 岩 災 復 興 の 取り 組み の 支援 を 行っ て いる 。 












































































































































(4) 地方 自治 体 等 と 共同 で の 人 材 育 成 プ ログ ラム の 実施 (八幡 平 市 ) 

昨年 度 よ り 行 っ て いる , 大 学生 に よる 地域 づく り 活 動 (共催 : 八幡 平 市 , いわ て 高等 教育 
コン ソー シア ム ) に つい て , 今年 度 は 八幡 平 市 舘 市 地区 で 活動 を 行っ て いる 。 い わ て 高等 教 
育 コ ン ソ ツー シア ょ ム 構 成 大 学 か ら 23 名 (県 立 大 9 名 , 富士 大 2 名 , 盛岡 大 9 名 , 岩 大 3 名 ) が 
参加 し , 7 月 に は 現地 見 学 と し て 八幡 平 市 兄 川 地 区 で 郷土 芸能 ( 兄 川 先 灰 い ) の 見 学 等 を 行 
い , 9 月 に は 仁 市 地区 で 2 泊 3 日 の 調査 合宿 を 行っ た 。 合 宿 最終 日 に は 地域 住民 に 対し , 参 
加 学 生 に よる 調査 報告 と それ を 踏ま えた 地域 活性 化 策 の 提案 活発 な 意見 交換 を 行っ 
た 。 提案 し た 地域 活性 化 策 は , 短期 的 取組 と 長期 的 取組 に 分 類 し , その 実現 に 向け た 活動 を 
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行 2。 
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学生 と 地域 が 共同 で 地域 活性 化 に 取り 組む こと で , 岩 災 復興 に 向け た 活動 の モデ ルケ ー ス 
を 示す こと が で きれ ば , と 考え て いる 。 








(5) 地方 自治 体 等 と 共同 で の 人 材 育 成 プ ログ ラム の 実施 (久慈 市 ) 
東日本 大 震 災 の た め 延 期 と な っ た , 入 慈 市 で の 人 材 育 成 プ ログ ラム 「Kuji Cafe」 を , 11 
月 下旬 に 開催 する こと と な っ た 。 こ の プロ グラ ム は , 入 慈 市 が 地域 の ニー ズ に 合わ せ て テー 
マ 設 定 を し , テー マ に あっ た 話題 提供 者 を 本 作業 部 会 で 選出 , 派遣 する 。 

本 プロ グラ ム は , 市 内 の 様々 な 年 齢 , 職種 の 人 々 が 集い , 1 つの テー マ に つい て 語り 合う 
場 を 設定 する こと で , 参加 者 に と っ て は 多様 な 人 的 ネッ トワ ー ク の 構築 の 場 に , 主催 者 に と 
っ て は 新た な ニー ズ の 掘り 起こ し の 場 に な る こと が 期待 され る 。 
























































































































































3 今後 の 方 向 性 
(1) 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 の 提言 
7 月 に 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 を いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム に 対し て 行い 、 当 初 の 
的 は 達成 し た が 、 A ee ce 
言 を 活か し て 、 例 えば 、「 地 域 リ ー ダ ー」 に 関す る パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 等 の 開催 な ど 、 
いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム や 地方 自治 体 等 と の 連携 を 視野 に 入れ な が ら 広 報 活動 を 行 
5a 


























































































































(2) 人 材 育成 デー タベース 
デー タ を プロ グラ ム 主 催 者 が 直接 次 録 で きる よう に シス テム を 更新 し , 常に 最新 の 情報 が 
提供 で きる 環境 を 整え た こと か ら , 本 年 7 て 8 月 の アン ケー ト 調 査 で ご 回 答 い た だ いた 機関 ・ 
体 に 対し , 随時 , デー タベース に 研修 プロ グラ ム 情 報 を ご 入力 いた だ く よ う に 依頼 する 。 
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(3) 県 内 自治 体 が 行う 人 材 育 成 事業 へ の 支援 
八幡 平 市 , 久慈 市 と の 人 材 育 成 事業 を 遂行 し , そこ か ら 得 た ノウ ハツ 等 を 活か し て 他 自 治 
体 で も 同様 の 事業 実施 の 可能 性 を 探る 

































































いわ て 未来 づく り 機 構 公募 型 復興 企画 推進 作業 部 会 の 
実績 報告 及び 事業 計画 


テー マ : いわ て 公募 型 復興 企画 (仮称 ) の 推進 
座長 : 相澤 徹 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 











1. 開催 実績 等 

第 1 回 : 平 成 23 年 10 月 28 日 : いわ て 公募 型 復興 企画 (仮称 ) の スキ ー ム 及び ワー クシ ョ ッ 

プ の 基本 方 針 に つい て 検討 

成 23 年 11 月 18 日 : いわ て 公募 型 復興 企画 (仮称 ) の 進め 方 及び ワー クシ ョ ッ プ 
の 開催 に つい て 検討 
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第 2 回 : ヨ 





























2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 


(1) 公募 型 復 興 企画 推進 作業 部 会 の 設置 趣旨 
・ 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 は 、 国 や 自治 体 等 に よる 取組 み に 期 待 さ れる と ころ 

が 大 きい が 、 公 的 取組 み だ け で は 、 地 域 及 び 個 人 へ の 目配り に 欠け る 部 分 が 出 て 、 地 域 の 

ヨ 立 再生 に は 不 十 分 で ある 。 

この た め 、 国 内 外 に 存在 する 多く の 知恵 (アイ ディ ア ) が 詰まっ た 、 復 興 の た め の 先 

的 な 取組 み を 募り 、 民 間 主 体 の 事業 を 国 や 自治 体 ・ 民 間 が 支援 し 、「 地 域 の 主体 性 」 「 地 

域 の 自立 」「 人 と 人 の つなが り 」 を 大 切 に し た 取組 み を 進め る 。 
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(2) 公募 型 復興 企画 の スキ ー ム に つい て 
① 公募 型 復 興 企 画 の 趣旨 
・ 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 向け 、 東 北 の 文化 、 伝統 に 根ざし た 地域 資源 を 活か し た 、 
導 に よる 復興 企画 の 公募 と 国内 外 か ら の 支援 の 呼 込み 
・ 地域 の 人 々 、 企 業 の 思い と 行動 を 国内 外 の 専門 家 や 支援 者 が 支え る 「 共 助 の 仕組 み 」 の 
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② 公募 型 復興 企画 の 概要 
了 サイ ト を 通じ て 提案 を 募集 
イ 作業 部 会 及び 県 内 外 の 有識者 に よる 助言 に より ブラ シュ アッ プ を 行う 
ウ 機構 で は 、 関 係 団体 等 の 協力 を 得 な が ら 実 行 を 支援 (マッ チン グ ) する 。 
エ いわ て 公募 型 復興 企画 (仮称 ) は 、 平 成 25 年 度 未 まで 継続 し て 実施 する 。 
③ 募集 概要 
【 募 集 内 容 】 企画 提案 型 提案 と ニー ズ 型 提案 の 2 つの 区 分 
【 募 集 対象 者 】 原則 と し て 政府 、 地 方 自治 体 、N PO、 公 益 法人 、 団 体 、 民 間 企 業 及 び 休 
人 (国内 外 を 問わ な い ) 
【 募 集 期 間 】 平成 24 年 3 月 30 日 ( 金 ) を 第 1 期 と し て 募集 。 
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(3) ワー クシ ョ ッ プ 開催 に つい て 
いわ て 公募 型 復興 企画 (仮称 ) の キッ クオ フ 及 び 復 興 を 担う 人 材 育 成 を 目指 し て ワー ク 





ショ ッ プ を 開催 する 。 
① ワー クシ ョ ッ プ の 目的 






























































者 ) が それ に 気づき 、 自 ら が 開か れ た 復興 (いわ て 公募 型 復興 企画 ) ( 
きっ か け を 創る 











げ る 。 

















② 講師 等 





















































第 1 回 12 月 18 日 (日 ) 11 时 ~ 岩手 県 立 大 学 宮古 短期 大 学 ョ 
第 2 回 2 月 中 旬 (調整 中 ) 


(4) その 他 
いわ て 公募 型 復興 企画 (仮称 ) の 名 称 は 調整 中 。 





























・ 真 の 復興 の た め に は 「 地 域 の 自立 性 を 回 復 す る 、 自 ら 考 え 判 断 す る 、 地 域 社会 
性 を 養う 」 こ と が 必須 で ある こと を 基本 と し 、 こ れ ら に ワー クシ ョ ッ プ の 参加 者 (被災 


ワー クシ ョ ッ プ を 通じ て 、 真 の 復興 に つなが る 素材 を 発見 し 、 公 募 型 復興 


公募 型 復興 企画 の マッ チン グ を 促進 する た め の ネ ットワーク を 形成 する 。 


平田 オリ ザ 氏 (演劇 家 。 大 阪 大 学 コ ミュ ニケ ーション デザ イン ・ セ モ センター 教授 ) 

















こ 取 り 組 ん で いく 

















以下 の 活動 を 行う 。 
① 提案 の 公募 サイ ト の 立ち 上 げ 








小 等 
@ 提案 の 実施 及び マッ チン グ を 支援 する ネッ トワ ー ク の 形成 








② 公募 型 復興 企画 (仮称 ) で 提出 され た 提案 へ の 助言 、 ブ ラ シ ュ ア ッ プ 、 支 
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岩手 県 の 商工 会 





順 20j 放 52 月 日 末日 本 大 起 炎 津 波 st 


東日本 大 震 災 震源 地 


> 38° 612°N 


142°51'36" E 


2011-03-11 14:44 (2011-03-11 05:44 UTC) 
マガ ニチ ュー ド (Magnitude) 9.0 
雷 注 の 漆 さ (Depth of hypocenter) 24km 
出身 (Source) : 気 季 庁 (japon Meteorological Agency) 
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東北 新幹線 と 在 来 線 














| まち に 移 気 を ;高 可 以 英 斌 在 7 








盛岡 @ 宮古 106km 














コロ Ee の 


H22 人 口内 訳 
点 有 制 H22 人 口 総数 oe 0O か ら 14 歳 15 か ら 64 歳 65 歳 以上 H2 人 口 総数 


le 
555.59 3.6 64,040 4.8 7,589 11.8 35,672 55.7 20.647 32.2 74,461 
642.02 4.2 54,855 4.1 6,206 11.4 29,723 54.5 18,658 34.2 71.558 
2,672.44 A 92,714 7.0 11,124 | 51,574 55.8 29.694 32.1 115,646 
1.076.87 . 62,505 8 8,368 36,472 58.5 17,505 28.1 74,754 


4,946.92 274,114 33,287 も 153,441 56.1 86,504 336,419 


15,278.89 1,330,530 169,942 1 795,420 1 361.042 oO 1,416,928 


(2) 純 生産 ・ 事 業 所 ・ 就 業者 


区 分 H20 産 業 構造 (構成 比 ) 


H20 市 町 村 純 県 全体 を 1 と H21 産 業 別 に ki H21 産 業 別 
生产 额 第 一 次 第 二 次 第 三 次 し た 割合 事業 所 数 合 % 从 业者 数 


大 船渡 地域 134.079 70 21.6 75.9 0.85 4054 5.9 27.320 
釜石 地域 131.660 4 3.8 33.4 67.3 0.98 3.236 4.7 24.000 
宮古 地域 185.473 BN 7.3 20.4 76.8 0.90 5,038 7.3 35,783 
久慈 地域 117,780 9 6.6 16.2 81.7 0.86 3.411 23.733 


沿岸 市 町 村 計 568.992 Cia) 6.3 22.8 0.90 15,739 110.836 
岩手 県 計 3,056,187 コ 3.5 22.9 1.00 68,947 605,974 





まち 人 に 移 気 を おす に 笑 本 を 


見 の 複 炎 


※ 平 成 23 年 7 月 25 日 現在 





死者 数 
行方 不明 者 数 


負傷 者 


岩手 県 総務 部 総合 防災 室 


一 部 、 負傷 者 数 を 把握 で き て いな 平成 23 年 10 月 25 日 17:00 時 点 


い 市 町 村 が ある 。 


行方 不明 者 (人 ) 
24, 534 棟 
5, 010 棟 


農地 ・ 農 業 用 施設 544 億 円 、 農 業 
589 値幅 施設 28 全 月 等 
林業 施設 199 億 円 、 森 林 37 億 円 
等 
漁港 2.782 億 円 、 漁 船 234 億 円 、 
3, 587 億 円 | 養殖 施設 132 億 円 、 水 産 施設 等 
219 億 円 等 


農業 被害 


林業 被害 250 億 円 


水産 業 ・ 漁 港 被害 


工业 (製造 業 ) 被害 
商業 (小売 ・ 卸 売 業 ) 被害 
観光 業 (宿泊 施設 ) 被害 


890 億 円 
445 億 円 
326 億 円 


津波 に よる 流出 ・ 浸 水 被害 の 推定 
額 で あり 、 地震 に よる 被害 は 含め 
て いな い 。 


6.087 億 円 


海岸 1.289 億 円 、 道 路 252 俺 円 、 
人 | 河川 147 億 円 等 


405 億 円 | 下水 道 306 億 円 、 公 園 99 億 円 


la ・ 海 岸 ・ 道 路 等 施設 被 
都市 ・ 公 園 施設 被害 
港湾 関係 施設 被害 


出典 : 岩手 県 災害 対策 本 部 調べ 


(参考 ) 資 本 スト ッ ク の 被害 推計 





推定 資本 スト ッ ク 被 害 額 





lameW| dd 引 』 時 m 


推定 資 3 
本 スト ッ | 生活 ・ 被害 率 
社会 イ 
フラ B/A 
457 2.9% 
1,943 8 47.3% 
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婦 導 会 議 所 の 被災 状 


站 并 商工 会 议 所 (1,812 会 员 ) 


建物 商工 会 議 所 会 館 2 階 5 天井 まで 温水 。 内 部 壊滅 。 
AUT 
全 "半壊 57.196。 一 部 損壊 、 浸 水 被害 不明 。 


商工 会 議 所 (1.046 会 員 ) 
建物 ーー 天井 まで 浸水 。 内 部 壊 減 。 


務 所 ) 事務 機器 、 書 類 等 ほとん ど 流 失 。 


被災 会 員 674 会 員 (64.496) 。 


一 大 宮古 商工 会 議 所 (1.299 会 員 ) 





建物 商工 会 議 所 会 館 1 階 が 浸水 。 
(事務 所 ) 電気 、 電 話 等 の 配線 が 床下 設置 の た め 損傷 。 
2 全員 無事 。 
被災 会 員 50.996。 


[mec 


紀生 譲 用 の 復旧 対応 


(1) 大 船渡 商工 会 議 所 
① 事務 所 
・3 月 24 日 か ら ハ ロー ワー ク の 会 議 室 と 隣接 私 有 地 
に テン ト を 張り 、 相談 業務 開始 。 
・4 月 4 日 か ら 浸 水 被害 が 比較 的 軽かっ た ショ ッ ピ ン 
グセ ンタ ー2 階 に 仮 事務 所 を 設置 し 、 
相談 業務 、 復旧 業務 に 取り か か っ た 。 
② 相談 業務 
・4 月 5 日 か ら 、 各 地区 で 「 労 働 ・ 金 融 ・ 生 活 相談 」 を 
延べ 8 日 間 実施 。 


"法律 相談 会 」「 企 業 向け 金融 相談 会 」「 社 会 保険 


司 相談 会 (4 回 )」 

| ・4 月 8 日 まで の 相談 件 数 500 事 業 所 。 
③ 会 員 の 状況 把握 

- ・ 事 業 主 の 所 在 不明 、 連 絡 方 法 も 無く 、 状 況 把握 は 
困難 を 極め た 。 
会 員 へ の 呼び か け は 、 ラ ジオ 、 新 聞 の 利用 、 避 難 
場所 へ の 掲示 。 


(2) 釜石 商工 会 議 所 
① 事務 所 
|・ 被 災 直 後 か ら 、 比 較 的 被害 の 少な か っ た ホテ ル ( 副 会 頭 経営 ) 
の 1F ロ ビー の 一 画 で 業務 。 
・4 月 1 日 か ら 津波 被害 の な か っ た 市 内 の ビル の 2F に 仮 事務 
所 設置 。 
② 相談 業 
生生 や SEE 「 金 融 相談 」 を 継続 開催 。 
「 法 律 ・ 税 務 相 談 会 (月 2 回 ) 」「 創 業 相談 等 (随時 )」。 
③ 会 員 の 状況 把握 
・4 月 て 5 月 、 会 員 事業 所 巡回 調査 


(3) 宮 古 商工 会 議 所 

① 事務 所 

・ 会 館 の 機能 回 復 に 合せ 、 業 務 再 開 。 

・ 田 老 支所 全 流出 の た め 、4 月 1 日 か ら 仮 事務 所 。 

② 相談 業務 

日 本 政 藤 金 融 公 庫 個別 相談 会 (31 回 、 376 件 ) 
火災 共済 個別 相談 会 (5 回 、164 件 )。 

人 合同 相談 会 (4 月 5 日 ~4 月 28 日 毎日 、 

130 件 ) 

③ 会 員 の 状況 把 所 

“3 月 一 4 月 、 全 職 員 が 目視 に よる 被害 確認 。 

・4 月 て 6 月 、 緊 急 ア ン ケ ー ト に よる 被害 調査 。 

④ その 他 

* 仮 設 共 同店 舗 設置 支援 。 

・4 月 15 日 、 商 みや こ 発 行 、6.300 部 。 





目 間 緊急 内 陸 部 専務 理事 会 議 (北上 ) 
忘 要望 書 に つい て 
. 害 復 興 対 策 本部 の 有 な 置 に つい て 
-※ 会 会 议 所 文 援 委员 会 上 会 员 支 援 委 员 会 
ee 月- 1 緊急 専務 理事 会 議 ( 盛 岡 ) 
= の 会 議 所 と 沿岸 会 議 所 の 横 軸 連携 
ニー エー 本 と する 提 休 利 を 
ョ 4 月 2 日 第 1 回 県 内 商工 会 議 所 会 頭 会 議 
m 横 電 支 援 体 制 を 核 と する 復興 対策 本 部 を 
正式 に 立ち 上 げ る 
④ 4 月 19 日 復興 対策 本 部 会 議 所 支援 委員 会 
支援 物資 及び 支援 金 の 配分 上 
⑤) 4 月 22 日 復興 対策 本 部 、 事 業 所 (会 
支援 委員 会 
EE bd 


⑥ 5 月 19 晶 


ed 
予算 = 意見 ・ 要 望 に つい て 
支援 物資 及び 支援 例 の 補助 に つい て 


@2 6 月 日 第 3 回 専務 理事 会 議 


⑧) 6 月 24 日 第 4 回 専務 理事 会 議 、 県 連 総 会 
・ 東 日 本 大 震 災 津波 復興 に 関す る 要望 


第 5 回 専務 理事 会 議 
第 2 回 事业 所 支援 委员 会 
第 2 回 事務 局長 会 議 


⑨ 7 月 12 日 
7 月 28 日 
⑪ 8 月 24 日 


第 6 回 専務 理事 会 議 
第 2 回 県 内 会 議 所 会 頭 会 議 


⑫⑰ 8 月 29 日 


⑬ 9 月 13 日 第 3 回 事業 所 支援 委員 会 





J 


議 所 へ の 支援 


着 横 軸 支 援 (職員 派遣 
店 直人 盛岡 ・4 月 5 日 7 日 、4 月 11 日 13 日 (窓口 相談 業務 支援 ) 
加佐 有 @ 北 上  ・6 月 13 日 て 7 月 15 日 (デー タ 整 理 、 電算 シ ステ ム 等 


立 上 げ 支援 ) 


@⑨ 横 軸 支 援 ( 物 的 支援 ) 3 月 23 日 て 
携帯 電話 (9 機 ) 
・ バ パソ コン (24 台 ) 
* 印 刷 機 (2 台 ) 
* 事 務 用 品 
・ 自 転 車 、 バイ ク 





= As 


加 得。 将 这 路 二 如 化 
制 、 尾 用 症 援 策 


于 物流 机 人 


4 風評 被害 へ の 対応 
駅 休 正 予算 の 早急 な 着手 、 特 別 法 の 制定 


避難 住民 の 生活 再建 、 安 全 ・ 安 心 の 確保 

思 早 急 な 物資 (燃料 等 ) の 確保 と 物流 イン フラ の 復旧 
速やか な 中 小 企業 支援 策 の 発動 

』 ガ レキ 処理 、 被 災 建 築 物 な ど へ の 公費 負担 

。 商工 会 議 所 等 経済 団体 の 維持 支援 


. 経営 再建 に 向け た 商工 団体 の 相談 機能 の 強化 
。 復旧 ・ 復 興 事 業 の 地元 発注 等 、 地 域 循 環 型 経済 に よる 再建 
。 復興 及び 地域 づく り の 根幹 と な る イン フラ の 整備 
、。 自粛 ムー ド の 払拭 等 に よる 内 陸 部 経済 力 の 強化 
. 国 へ の 強力 な 働き か け 
1. 地 域 の 経済 復興 の 牽引 役 を 担う 商工 会 議 所 の 早急 な 機能 回 
复 
2. 地 域 循 環 型 経済 に よる 再建 
3. 交 流 人 口 の 拡大 に よる 地域 経済 力 の 強化 
4. 国 際 リ ニア コラ イダ ー(ILC) の 建設 促進 


(EID /na 倒 た に 全 h es 
マン ーー マン コ ホ ン ラー コリー クマ *Z 


Pc 
岩手 県 知事 


岩手 県 知事 
盛岡 市長 
(岩手 県 市 長 会 会 長 ) 


岩手 県 知事 
岩手 県 市 長 会 会 長 


・ 東 北 六 県 商工 会 
議 所 連合 会 会 

"岩手 県 商工 会 議 
所 連合 会 会 長 


・ 岩 手 県 商工 会 議 
所 連合 会 会 長 


・ 岩 手 県 商工 会 議 


所 連合 会 会 


岩手 県 商工 会 議 
所 連合 会 会 長 





刊 亡 災 特命 担当 大 臣 へ の 要望 


FLI 


岩手 果 商 工会 说 所 
に 当 ニ 記 こ ご 


まちづくり の 計画 (立地 場所 ) 
三重 債務 問題 
・ グ ルー プ 補 助 
* 仮 設 店 舗 、 工 場 等 
3. 地 域 循 環 型 経済 に よる 再建 


4 復興 道路 と し て の 未 整備 主要 自動 車道 及び 沿岸 ・ 内 陸 を 結ぶ 主要 
道路 の 早期 整備 


5. 交 流 人 口 の 拡大 に よる 地域 経済 力 の 強化 
6. 国 際 リ ニア コラ イダ ー(ILC) の 建設 促進 


7. 政 府 等 へ の 強力 な 働き か け 





= ンマ の 2 
7 店 了 の だ EB【 の 】 牛 目 叶 大 絆 記 衣 共 当 の 誠 2 了 
と = だ 時 Ei 


(六 闵 把 
5 | 用 3 把 行 金 等 
"Oo た ーー ウ ) ) @ ) mm [ee ニー デニー c= 三 HE ニ ビ ュー) ロロ 


4 月 8 日 a 潤 所 に ニョ ンコ ニン バ 仁多 sz ウ ョ ョ ジコ 
4 月 18 日 加 天 疝 王 会 说 所 几 芭 所 物 徐 
還 放 月 5 目 アク サ 生 命 義援金 3 百 万 円 
59 目 間 視 明 商 時 会 議 所 義援金 
=9 朋 串 5 目 有 長 野 商工 会 議 所 義援金 


CO A 
3 月 中 ご 20 日 ・ 長 野 商工 会 議 所 、 大 阪 商工 会 議 所 、 往 井 商 工 会 議 所 
3 月 8 目 一 28 日 ・ 松 本 商工 会 議 所 、 大 阪 商工 会 議 所 、 相 模 原 商工 会 議 所 


(3) 被 炎 地 访问 
"3 月 30 日 坪田 理事 他 
4 月 27 日 一 29 日 宮城 常務 理事 他 
5 月 16 目 一 18 日 岡村 会 頭 他 
“8 月 23 日 目 商 中 村 専 務 理 事 他 





ーー i ラキ ーー コ Kx 
7 SO EA DE 
と = を ER 
= 
76 有 2 ( 宰 還 の 商業 会 議 所 役職 中) 


DE TR 


ーー RE だ 3 


3 月 31 日 第 1 次 要望 

月 6 日 目 第 2 炊 要 堂 (原発 事故 関連 ) 

6 月 上 4 目 且 第 3 炊 要 堂 (三次 補正 予算 関連 ) 

9 月 7 日 第 4 次 要望 ( 戻 災 ・ 空 洞 化 対 策 、 三 次 補正 関連 ) 


(7 移動 席 議 具 会 議 具 総 会 


10 月 20 目 福島 市 で 開催 
(8) 全国 各 地 で の 支援 イベ ント の 実施 (特産 品 販売 ) 





震动 拟 点 0 回复 日 商 に よる 会 館 復旧 、 再 建 補助 
財政 基盤 の 回 復 小 规模 事业 费 补助 金 0 增 额 要 户 
中 基本 情报 O 回 复 


還 2 事業 再開 の 促進 支援 
還 議 iD 失業 保険 受給 者 の 3 割 が 10、11 月 頃 に 支給 停止 を 迎え る 。 全 ”90 日 延长 


②③ 事業 再開 の 立地 場所 等 の 早期 確保 
ーー 8 月 9 目 県 の 復興 基本 計画 、 実 施 計 画 が 決定 
今後 、 市 町 村 の 復興 計画 の 策定 
③ グ ルー ブ プ 事 業 補助 金 
r79 億 円 ( 国 53 億 岩手 県 26 億 ) の 枠 に 対し 、 約 50 件 、530 億 円 の 申請 
*8 グ ルー プ (170 者 )77 億 円 を 交付 決定 、 事 業 費 3 分 の 1 に 圧縮 
・83 グ ルー プ (29 者 ) 二 次 補正 追加 分 52.4 億 円 
三次 補正 で 大 幅 な 増額 見 込み 300 億 円 
一 次 採択 分 へ の 積み 増し 120 億 円 


新規 採択 180 億 円 





④ 二 重 債務 問題 
岩手 県 産業 復興 相談 セン タテ の 設立 。 
窓口 相談 か ら 再 生 支 援 まで 一 貫 し た 支援 体制 を 確立 させ た 。 


9 月 30 日 県 中 小 企業 再生 支援 協議 会 内 に 「 岩 手 県 産業 復興 相談 セン ター」 を 
設置 、 地 元 地域 金融 機関 や 全国 銀行 協会 等 の 外部 団体 、 外 部 支援 
機関 等 か ら 、 専 門 家 の 派遣 を 受け 入れ 、 被災 事業 者 か ら の 相談 を 受 
け 付 ける 体制 を 構築 。 

また 、 ED 、 商工 
会 ( 洋 野 町 ・ 野 田村 ・ 普 代 ・ 田 野 畑 村 ・ 岩 泉 ・ 山 田町 ・ 大 植 ・ 陸 前 高田 ) 
- == に 「 産 業 復興 相談 セン ター 事務 所 を 置く 。 
計 F 東北 被災 3 県 の 中 で 最も 早く < セン ター が 設立 され た 。 


10 月 3 日 事務 所 の 開所 式 を 行っ た 。 
10 月 7 日 実際 に 相談 業務 を 開始 し た 。 
10 月 7 一 26 日 現在 の 相談 件 数 は 、124 件 。 
(内 訳 来 所 件 数 67 件 、 電話 相 談 26 件 、 訪 問 3 件 ) 


債権 頁 取 等 を 行う 「 岩 手 県 産業 復興 機構 」 の 設立 
出資 総額 (想定 )500 億 円 (中 小 企業 基盤 整備 機構 8 割 、 県 内 金融 機関 及び 県 2 割 ) 





OD 上 所 未 二 


交流 人 口 の 回 復 


観光 放 設 の 壊滅 、 宿 泊 機能 の 衰 失 
特需 の 動向 把握 難し い 


= 


に 主計 時 


世界 ハレ 
平泉 の 世界 文化 遺産 登録 。 遺産 wr 4 


観光 振興 の 好機 いにしえ の 心 、 あ し た を 照らす 光 。 


・2012 年 4 月 6 月 「 い わ て デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 」、 東 北 六 魂 祭 
“2012 年 “石川 吸 木 没 后 100 年 

・2012 年 東北 観光 博 

・2013 年 日 商 観 光 振 興 大 会 (エン トリ ー) 

*2016 年 国民 体育 大 会 





TV 


震 炎 办 成 学 : ぶ こ と 


Am 可 


所 の 機能 維持 
__ 
多 の 拠点 確保 


0 ポッ ツク アッ プ 体 制 ・・・ 支援 ルー ト 手 段 の 確立 、 受 入 体制 、 現 場 の ニー ズ を 迅速 に 県 
部 | 二 记忆 大多 重 太 儿 一 ト の 想定 


還 証 還 記 ② 和 被災 地 の ニ ー ズ に 応じ た 支援 


過度 な 支援 や 時 期 ED マッ チ し な い 支 援 は 逆 効果 
・ 和 被災 直後 


(3) 意 見 ・ 提 言 、 要 望 活動 
・ 一 般 的 事項 と 地域 特性 に 応じ た 事項 
"時 期 に 応じ た 事項 国 の 動向 等 、 季 節 
・ 緊 急 の も の 、 短 期 、 長 期 的 事項 
・ 園 ・ 県 等 の 動向 へ の 対応 


(4) 風 評 等 間接 被害 へ の 対応 
* 十 分 で 正確 な 情報 の 発信 
・ イ ベン ト 等 事業 の 継続 


ミ 、 国 に 伝え る 。 





一 まち に 元気 を 7 あす に 笑顔 を 





「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 平成 23 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


震 災 復興 に 向け た 
中 央 会 の 取り 組み 


岩手 県 中 小 企業 団体 中 央 会 


東 日 ES 有 


Baan Ei 
pn 
FN ME ETT] | 多 っ 上 | | 呈 | 叶 1 


ni | sgl roml | | | | | 
本 和賀 町 | 2| 17| | el| | | | | | 敵 是 還 
- 関 市 | 32 1242| | 7?75| | | :2 | | 絢 io 
三戸 市 | il 20 | 3 | | | | | | Do 
二戸 九戸 郡 |  ] 325| | 


二 一 和 一 于 一 > 





※ 内 陸 部 に 住所 を 有する 組合 で あっ て も 、 組 合 員 が 沿岸 部 に 所 在 し 、 人 的 被害 を 蒙っ た 。 
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沿岸 地区 組合 の 個別 の 被 


住所 組合 不明 組合 不明 

員数 職員 数 

大 船渡 市 盛 町 字 町 OO 番 而 

地 11 

大 船渡 市 大 船渡 町 字 永 沢 A 5 

OO 番地 16 

大 船渡 市 大 船渡 町 字 地 ノ 5 

森 OO 一 2 


くく く 


組合 の 状況 
(施設 、 役 員 、 従 業 員 ) 

役職 員 全 員 安 否 
組合 は 津波 の 被害 を 免れ る も 
の の 地震 に よる 影響 が 甚大 

階段 や 内 壁 等 が 損壊 し 、 修 
復 作業 を 開始 し て いる 。 損害 
額 は 20.000 千 円 以上 と 思わ 
れる 。 幸い PC は 復旧 で きた 。 

4 月 1 日 の 再開 を 目指 し て い 
る 。 ス プリ ンク ラー が 故障 し 、 
水 漏れ 等 。 大 船渡 地域 の 物 
販 ・ 商 業 施設 (食料 、 衣 料 品 
等 ) は 、 津 波 に より 全壊 若 し く 
は 半壊 状況 。 


认 
Di 


組合 事務 所 は 「 太 陽 産 業 冷 
凍 庫 」 よ り 賃貸 し て いた が 、 津 
波 に より 流失 。 決 算 書 類 等 も 
全て 流失 。 サ ンマ 宅配 工場 も 
全壊 。 組合 従業 員 は 休業 手 
続き を ハロ ー ワ ー ク に 申請 済 
み 。 

太陽 産業 の 再開 の 見 込み が 
不透明 で あり 、 事 務 所 を 賃 6 
で きる 保障 が な いた め 、 独 自 
で プレ ハフ ブ 等 の 事務 所 を 建て 
た い (500 万 円 程 ) 。 





組合 の 建物 は 津波 に より 流 
れ た 。 理事 長 は 無事 だ が 自 
宅 が 流さ れ た 為 避難 所 に い 
る 。 
年 度 末 で 解散 予定 で あっ た 
が 被災 に より 不透明 に な っ 

た 。 未だ 活動 で きる 状況 に 無 
Ls 

决算 书 类 等 太一 切 流 机 元 囊 
失 じ で し まっ た 。 





災 状 況 (一 部 抜粋) 


組合 員 の 状況 
(施設 、 役 員 、 従 業 員 ) 
組合 員 の 店 舗 は 、3 店 舗 ほ 


ど 、 本 店 や 工場 等 が 津波 の 影 


響 に より 再開 の 目途 立た ず 。 
物販 系 は 、 仕 入 状 況 を 見 な 
が ら で は ある が 、 再 開 は 可 
能 。 
核 店 舗 の 〇 〇 は 、 営 業 時 間 
を 短縮 し 再開 し て いる 。 


組合 員 58 社 中 、26 店 舗 が 流 


備考 (関連 情報 ) 


6 月 に 償還 予定 の 制度 資金 
に つい て は 、 災害 復旧 に 多額 
の 費用 が 発生 する こと か ら 、 
本 年 度 の 償 二 は 、 困難 で ある 
と 相談 を 受け た 。 他 の 商業 施 
設 が 軒並み 機能 を た 失っ て いる 
こと か ら 、 当 地域 の 復興 の 為 
に は 、 無 く て は な ら な い ほ ど 、 
本 組合 の 存在 意義 は 、 非 常 
に 大 きく な っ て き て いる 。 大 船 
渡 市 内 の 津波 の 被害 を 受け 
た 地域 の 組合 は 、 施 設 等 が 
全壊 、 半 壊 の 状況 で あっ た 。 


失 、2 店 舗 が 床上 浸水 。 多く の |3/25 現 地 調査 津波 に より 全 


組合 員 は 自宅 兼 店 舗 で 営業 
し て お り 、2 重 の 被害 と な っ て 
いる 。 


他 組 合 員 企 業 で 流さ れ た と こ 
ろ 多 数 。 

無事 で あっ た 組合 員 は 復旧 
等 に あたっ て いる 。 


壊 状態 
4/15 移 動 中 央 会 


3/25 現 地 調 査 津波 に より 全 
壊 状態 
3/29 〇 〇 事務 局長 より 








沿岸 地区 組合 の 個別 の 被 


陆 前 高 kelo 0 
沢 OO 一 


組合 


陸前 高田 市 高田 町 字 砂 畑 
OO の 1 


陸前 高田 市 高田 町 字 中 宿 
OO-1 


陸前 高田 市 気仙 町 字 牧 田 
OO 番地 2 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































組合 の 状況 
(施設 、 役 員 、 従 業 員 ) 


組合 所 有 の 目立て 加工 施設 |。 


が 全壊 。 従 業 員 3 名 解雇 。 


"理事 长 死亡 。 

・ 組 合 員 の 多く が 被災 し 存続 
困難 。 解散 し た い 。 

・ 会 計 資料 含む 全て の 書類 等 
を 流失 。 

・ ア ー ケ ー ド ・ 事 務 所 全壊 
(5/18) 

・ 理 事 の 半数 以上 が 死亡 。 


O100 以 上 あっ た 組合 員 店 舗 
で 被災 を 免れ た の は 6 店 舗 の 
み 。 

〇 理事 15 名 中 、 〇 〇 理事 長 
を は じ め 4 人 が 行方 不明 、 〇 
〇 副 理 事 長 が 犠牲 に 。 

〇 3/30 か ら 陸 前 高田 商工 会 
の 仮 事務 所 を 設置 し た が 、 電 
話 は な い 。 

〇 組合 存続 が 厳し く 今後 解散 
に 向け て 検討 し て いく 事 に な 
る 。 


・ 役 員 は 全員 無事 。 事務 局 も 
全員 無事 。(3/25) 
共同 店 舗 は 、 基 礎 、 看 板 鉄 
骨 が 存在 する 程度 。(4/15) 
・ 組 合 ・ 共 同 出資 会 社 の 職員 
は 解雇 し 、 失 業 手当 の 申請 済 
み 。(4/15) 
・ 商 工 中 金 か ら の 借入 に つい 
て は 、 1 年間 を 金利 含み で 返 
済 猫 予 する こと で 契約 変更 の 
見 込み 。 


組合 員 8 名 は 生存 。 〇 〇 事務 


局長 の 自宅 の み 残 っ た 。 組合 5 


上 員 の 従業 員数 名 が 行方 不 
明 。(4/2) 

組合 員 避 難 : 盛 岡 1 名 、 花 巻 1 
名 、 陸 前 高田 市 1 名 に 避難 。 
(4/2) 


状況 (一 部 抜粋 ) 


組合 員 の 状況 
(施設 、 役 員 、 従 業 員 ) 


合 員 6 社 中 3 社 が 全壊 。 う 
ち 森 克彦 専務 理事 が 犠牲 に 。 


組合 員 28 名 の 安否 は ほとん 
ど わ か ら な い 。 


・ 組 合 員 114 名 の うち 107 名 が 


・ 理 事 の うち 4 名 の 死亡 を 確 

認 。 〇 〇 理事 長 は 行方 不明 。 
・ 組 合 員 の 避難 先 が 把握 で き 
な いう え 、20 名 は まだ 行方 不 


明 。 
・ 亡 く な っ た 組合 員 31 名 
(5/18)。 


・ 当 日 出勤 の 従業 員 の 無事 
は 確認 。(3/25) 

・ 組 合 員 企 業 の 従業 員 に つい 
て は 、 マ イヤ を は じ め 死 亡 ・ 行 
方 不明 者 が 出 て いる 。(4/15) 
・ 仙 華園 、 シ ャ ンク 、 共 同 出資 
会 社 以 外 は 、 他 の 店 舗 や 仮 
設 店 舗 で 営業 再開 。(4/15) 


合 員 8 名 の うち 6 名 の 工場 ・ 
事務 所 が 流失 。 

2 名 は 被害 を 免れ た が 、 建 築 
資材 の 調達 が 困難 と な っ て お 
り 、 仕 事 が で き な い 状況 
(4/15) 


備考 (関連 情報 ) 


3/25 現 地 調査 津波 に より 全 
壊 状 態 
4/27 移 動 中 央 会 


リプ ル 〇 〇 事務 局長 より 
3/25 現 地 調査 津波 に より 全 


3/25 現 地 調査 津波 に より 全 
壊 状 態 

3/30 事務 局 OO 氏 
4/15 移 動 中 央 会 
5/18 移 動 中 央 会 


OO 事務 局長 より 
3/25 現 地 調査 津波 に より 全 
壊 状 態 、 店 舗 は 跡形 も 無い 。 
瓦 確 に より 500m 手 前 まで し か 
近づけ ず 

4/15 移 動 中 央 会 


3/25 現 地 調 査 道路 寸断 の 
為 調査 不能 
4/15 移 動 中 央 会 





沿岸 地区 組合 の 個別 の 被災 状況 (一 部 抜粋 ) 


上 FT 組合 の 状況 組合 員 の 状況 本 过 


1 名 死亡 (OO 薬局 代表 
NMM 組合 施設 (宮古 調剤 ) 建物 に | 船越 由枝 氏 ) 調査 津波 に より 全 
ひび 、 タ イル 損傷 10 名 全壊 、3 名 大 規模 半壊 、| 壊 
4 名 半壊 


O-6 二 


合 員 114 名 の うち 89 名 が 被 
炎 ( 地 震 、 津 波 、 火炎 ) [= 上 PT 
下閉伊 郡山 田町 長崎 OO 事務 所 は 山田 町 商工 会 内 に | り 、 事 業 再開 の 目途 が 立た な [29 現 地 調 査 当 源 に より 人 
ー18 あり 、 津 波 被 害 。 い 状 況 。 人 
組合 員 8 名 死亡 。 監 事 1 名 が 
消息 不明 。 


| 下閉伊 郡山 田町 船越 OO 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































TP _ 組合 の 状況 組合 員 の 状況 


pe 
ー 
i 


Hh ro 
| | Sea 


OO 理事 長 含む 役員 5 名 死 
i 組合 の 帳簿 通帳 等 すべ | 组合 员 3 名 死亡 
已 て が 流失 。 組 合 解散 の 意向 。 


本 〇 O 理 事 長 の 無事 を 確認 。 理 | _ Do 
伊太 町 大 町 OO 事 の 状況 は 不明 事務 所 を | 明 。 各 々 避難 し て お り 連 絡 |O 〇 理事 長 携帯 090-1494 


o 


上 > OO 理事 長 の 無事 を 確認 。 加 
A 事 の 状況 は 不明 事務 所 全 | で 明 。 各 々 民 召 し て お り 連 絡 IOO OO 理事 長 携帯 090-1494 


生生 一 工場 ・ 倉 庫 等 全壊 の 理事 1 名 (人 JOO 水 産 社長 ) | Oogo_7930_OO 


うち 不明 i うち 不明 


沿岸 地区 組合 に 於 ける 総合 2 937 82 569 4 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































岩 災 対応 移動 中 央 会 の 開催 状況 (延べ 36 回 開催 ) 
入村 地 区 | 


延べ 1 回 11 月 2 日 





宮古 地区 4 月 14 日 4 月 221 日 4 月 28 日 


ここ ョ 6 月 9 日 6 月 16 日 8 月 23 日 
9 月 12 日 11 月 1 日 


出国 地 区 


延べ 2 回 6 月 9 日 6 月 16 日 


答 石 地 区 | 4 月 13 日 4 月 20 日 4 月 26 日 
延べ 9 回 |5 月 16 日 6 月 3 日 6 月 17 日 


8 月 10 日 9 月 8 日 11 月 9 日 


延べ 3 回 |5 月 16 日 6 月 3 日 6 月 17 日 


大 船渡 地区 | 4 月 15 日 4 月 22 日 4 月 27 日 
延べ 9 回 |5 月 18 日 6 月 7 日 6 月 28 日 


7 月 20 日 9 月 9 日 11 月 8 日 








4 NE 大 船渡 地区 で の 施策 普及 講習 会 (上 ) 及 び 個別 相談 
2 会 ( 下 ) 開催 の 様子 


陸前 高田 地区 








東日本 大 震 災 復興 対策 本 部 岩手 現地 対策 本 部 津川 祥 吾 本 部 長 ・ 国 土 
交通 大 臣 政 務 官 に 「 東日本 大 岩 災 復興 推進 に 係る 要望 書 在 提出 








TN lili li ti 


要望 趣旨 の 説明 を 行う 本 会 谷村 会 長 ( 左 ) 握手 する 谷村 会 長 と 津川 本 部 長 


岩 災 対応 移動 中 央 会 で の 相談 件 数 及び 相談 テー マ 


相談 件 数 相談 テー マ ( 相 談 内 容 が 重複 する 等 で 相談 件 数 と は 一 致し な い ) 


移動 中 央 会 で の 
個別 相談 件 数 等 





岩 災 対応 移動 中 央 会 に 於 ける 施策 普及 講習 会 開催 状 : 
移動 中 央 会 事業 で は 、 組 合 及び 組合 員 企業 等 へ の 個別 相談 会 開催 の 他 、 中 小 企業 関連 施策 の 普及 と 利 活用 
を 促進 する た め 、「 施 策 普及 講習 会 」 を 下記 の テー マ で 併催 。 


| 7 月 20 目 大 船渡 | 10 


11 ①「 中 小 企業 及び 組合 関連 施策 の 紹介 」 
ーー-|②「 企業 組合 制度 を 活用 し た 創業 事例 」 
9|⑨③「 中 央 会 の 支援 事業 紹介 」 


EN 





業 復興 機構 の 対応 」 
i ー ト ーーーー ゴ | ②「 岩 手 県 中 小 企業 復旧 ・ 復 興 施策 概要 」 
11 月 8 日 大 各 过 131③「 福 岡 県 が ん ば ろう 中 小 企業 プロ ジェ クト の 宮古 で の 施策 普及 講習 会 開催 の 様子 
紹介 」 ee 








延べ 11 回 開催 


組合 設立 の 状 : 


© 組合 等 設立 の 状況 (創立 総会 開催 済み の 組合 ) 








組合 | 出 资金 0 創立 総会 
組合 住所 | 代表 者 | 员 复 | 本 | 地 区 主 な 事業 关外 問 合 員 の 業種 
(1 組合 員 の た め の 共 同 施設 等 の 管理 運営 ee 
2) 組合 員 の 取扱 品 の 販売 促進 を 図る た め の 共 同 売出 し 、 共 同 宣伝 ASS 
た ろ ちゃ ん 協同 組合 | 宫 训 市 保 入 田 7 矢 2 | 箱 石英 夫 | 25 | 980 | 宮古 市 |【 育 情 報 提供 事業 0 
(4) 組 合 員 の 福利 厚生 に 関す る 事業 事業 者 
(5) 前 各 号 の 事業 に 附帯 する 事業 
(1 造林 及び 育 林 事業 oa 
SR 和 (2) 農 産物 の 栽培 及び 販売 本 组 合 O 目的 
ee py 上 野 孝 雄 | 12 | 1.000 | 陸前 高田 市 |3) 農 作業 の 受託 8 ン 26 oa 
| (④ 水 産物 の 採取 及び 販売 きる 者 ー 
(5) 前 各 号 の 事業 に 附帯 する 事業 
(1) 給水 装置 工事 申請 等 に 関す る 諸手 続 の 事務 処理 事業 
⑫ 水 道 施設 の 維持 管理 業務 等 の 受託 及び 給水 装置 工事 に 関す る 事業 
二戸 市 水道 工事 業 | 二戸 市 金田 一 字 馬 | ,、 ee (3 組合 員 の 事業 に 必要 な 機器 の 共同 利用 に 
協同 組合 。 | 場 44 番 1 松田 博明 | 12 | 2400 | 一 戸 市 | 教育 情報 提供 事業 We 
(5⑤) 組 合 員 の 福利 厚生 に 関す る 事業 
(6) 前 各 号 の 事業 に 附帯 する 事業 
(1 細 合 員 の た め に する 共同 水産 加工 施設 及び 共同 製氷 施設 等 の 
設置 に 調 究 
け せ ん 水産 業 復興 | 大 船渡 市 大 船渡 町 大 船渡 市 | 必 四 に 関す る 調査 研究 水産 食料 品 製 


及川 廣 章 | 4 200 (2) 教 育 情 報 提供 事業 9 ン 26 造 业 
(3 組合 員 の 福利 厚生 に 関す る 事業 
(4) 前 各 号 の 事業 に 附帯 する 事業 
(地区 の 概念 |) 屋台 村 の 運営 管理 

は な い が ) (2) イ ベン ト の 企画 、 販 売 促進 


協同 組合 字 中 港 3 一 100 陸前 高田 市 





大 船渡 屋台 村 。 | 大 船渡 市 大 船渡 町 ts es 









































有限 責任 事業 組合 | 字 丸森 53 番 地 1 及川 雄 右 | 6 210 大 船渡 市 (LLP 契約 サル ティ ング 
陸前 高田 市 
1) 組合 員 の た め に する 共同 施設 等 の 設置 に 関す る 調査 研究 小売 業 、 サ ー 
お お ふ な と 夢 商店 街 | 大 船渡 市 大 船渡 町 (2) 教 育 情報 提供 事業 ビス 業 、 そ の 
協同 組合 字 中 港 3 一 100 伊東 修 26 520 大 船渡 市 (3 組合 員 の 福利 厚生 に 関す る 事業 10 ン 28 他 事 業 を 行う 
(3 前 各 号 の 事業 に 附帯 する 事業 事業 者 
(1) 組 合 員 の 取り 扱う 砕石 、 割 石 及 びそ の 他 骨 材 の 共同 販売 採石 業 、 秒 
釜石 地域 採石 釜石 市 松原 町 三 丁 S 釜石 市 |(②) 教 育 情報 提供 事業 8 AS 
7 協同 組合 目 10 一 22 大 山 裕昭 | 4 1.000 大 棚町 |(3) 細 合 員 の 福利 厚生 に 関す る 事業 elie 上 玉石 採 
(4) 前 各 号 の 事業 に 附帯 する 事業 
© 設立 準備 段階 の 案件 
No 组 合 名 (仮称 ) 実施 予定 事業 の 概要 业 种 (予定 ) 
1 | 岩手 県 医療 機器 卸売 業 協同 組合 医科 器械 ・ 器 具 等 の 共同 購買 、 受 注 窓口 の 一 本 化 等 に よる 経営 効率 向上 等 、 教 育 情報 提供 事業 、 福 利 厚生 等 医療 機器 卸売 業 
2 | 大 植 ド ー ム 市 場 協同 組合 組合 員 店 舗 が 入居 する ドー ム 型 市 場 の 管理 運営 、 共 同 販売 、 共同 加工 、 教 育 情報 提供 事業 、 福 利 厚生 等 小売 業 

















3 | 陸前 高田 水産 食品 加工 協同 組合 連携 に よる 高 次 加工 食品 の 開発 ・ 販 売 等 水産 加工 業 











の 紹介 


業 組合 


さ 企 


号 葵 根 闪 扎 张 站 潍 记 涛 
選民 , 靖 兴 号 二 本 小 
乙 准 尾 诗 吕 . 碁 本 づき 
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日 て が 50 シ 
は 事 経 ! 回 

来 業 験 60 了 
年 に や 人 世 
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岩手 昧 中 小 企业 回 体 中 央 会 


中 小 企業 組合 の ボ ポテンシャル を 活か し た 復興 へ の 取り 組み 


中 小 企業 組合 な ら で き る 復興 
中 小 企業 は 1 社 1 社 で は その カカ は 限ら れ て いま す 。 し か し 、 組 合 と いう 形 で カ を 結集 すれ 

ば 、 復 興 へ 向け 大 き な 推進 力 と な る こと が で きる と 考え ます 。 
実際 、 阪 神 淡路 の 大 震 災 に お いて は 組合 単位 で 事業 復興 に 取り 組み 、 成 果 を 挙げ た 事例 が 

数 多く 報告 され て いま す 。 


例え ば ・・・ 


働 く 場 の 創出 


震 災 で 職 を 失っ た 従業 員 
等 を 対象 に 、 地 域 に 密着 
し た コミ ュ ニ ティ ビジ ネ 
ス の 展開 や が れき 撤去 の 
た め に 失業 者 等 が 出資 金 
を 出し 合い 企業 組合 を 設 


立 し 、 自 分 た ち で 雇用 の 
場 を 創出 。 


長屋 風 商業 アパ ー ト 設置 


被害 で 店 舗 を 失っ た 小売 
業者 、 サ ービス 業者 等 が 
長屋 風 の プ レ ハ ブ の 商業 


更 内 回 (だ 


被災 者 の 食料 品 な ど 生 活 
関連 物資 の 購買 な ご 生活 
基盤 の 復興 を 図る 。 


共同 店铺 等 设置 


被害 で 店 舗 を 失っ た 小売 
業者 等 が 営業 を 再開 する 
た だ た め 、 地 域 資源 で ある 諾 
林田 産 、 海 産物 等 を 活用 
DR YEU 
レ ハ ブ に よる 複合 型 の 共 
同店 舗 を 設置 。 


工場 アパ ー ト 等 の 建設 


役 災 し た 工場 を ー ヶ 所 に 
集め 、 事 業 再 開 の た め の 
工場 アパ ー ト を 組合 が 建 
設 、 或 い は 借り 受け 、 組 
台 貞 企業 に 工場 施設 を 提 
es 
また 、 共 同 施設 と し て 





被災 地域 中 小 企業 者 等 支援 スキ ー ム 
事業 協同 組合 等 の 連携 組織 に よる 復興 支援 


| asm. sas/ | | Te7/'h Teg J | 





【创业 术 一 卜 】 | 【 共 同店 舗 建設 | | 【 共 同 施設 の 設置 】 | 
企业 组合、LLP、 株式 会 社 等 Me ] | 共同 選 庫 、 共 同 生産 設備 等 | 









雇用 (生活 手段 ) 確 立 支援 


$ 勤務 先 の 廃業 等 に よる 失業 
者 支援 

$ 地域 資源 活用 等 に よる コミ ュ 
ー テ ィ ビ ジネス 等 の 支援 


ニー 





した りき ・ サ 
ス 業 者 等 に よる 仮 店 舗 設 
支援 






に kj 


站 















1 仕事 を 失っ た ・・・ | ! 店 舗 等 を 失っ た ・・・ | ! 工場 等 を 失っ た ・・・ | 


お 問い 合わ せ : 岩手 県 中 小 企業 団体 中 央 会 (〒O20-OO23 岩手 県 盛岡 市 内 丸 14-8 OO19-624-1363) 


(一 -清香 聴 あ り が と う ご ざ いま し た 


いわ 
a 2 て 未来 づ 
a 
料 


財団 法 
法人 いわ 
て 
TAT 
TK 


成 23 年 11 月 22 日 


x UD 
て 産業 振興 セン タ 


いわ て 産業 振興 セン ター に つい て 


設立 目的 

新た な 産業 の 創出 及び 企業 の 振興 を 
図る た め の 総 合 的 支援 を 行い 、 も っ て 県 
内 産業 の 発展 と 活力 ある 地域 社会 の 形 
成 に 資す る こと を 目的 と する 。 


設立 経緯 

平成 12 年 4 月 に 財団 法人 岩手 県 中 小 
企业 振 愉 公社 (昭和 42 年 7 月 设立 ) 上 财 

所 在 地 : 団 法人 岩手 県 高度 技術 振興 協会 (昭和 


岩手 県 盛岡 市 飯岡 新 田 3-35-2 61 年 9 月 设立 ) 粹 统合 全 
(岩手 県 先端 科学 技術 研究 セン ター 内 ) 年 9 月 設立 ) が 統合 合併 し て 発足 。 





いわ て 産業 振興 セン ター の 概要 



































基本 财产 :基金 組織 理事 長 藤井 克己 
基本 財産 305,000 千 円 ー ーー 
る 凍り 副 理事 長 斉藤 俊明 
合計 1,523,737 千 円 専務 理事 長 基 常 紀 | ーー [ 
和合 に 
・ 相 談 窓 口 新 事業 ・ 
.情报 提供 本 ut 
.专门 家 派 遗 ee a 
. 知 的 財産 支援 Ea ーー 
人材 育 成 c っ A 
・ 県 北 地域 の 産業 振興 > 上 
② 取 引 市 場 開拓 支援 
③ 設 備 投資 支援 a 正 ho 

〇 常勤 役員 1 名 〇 プロ パー 職員 2 2 名 
eat pd 吕 累 派 刘 职员 5 名 〇 補助 職員 7 名 

清 三 益 动 险 上 日 ， 天 

⑥ コ バル ト 合 金 プ ロジ ェクト 推進 〇 専門 職員 10 名 〇 非常 勤 職 員 ・ 委 嘱 者 1 0 名 


計 55 名 


復興 支援 の 概要 








① 相 談 ・ 経 営 支援 


震 災 対応 コー ディ ネー 被災 企業 等 か ら の 各種 相  ・4 月 1 日 付け で 岩 災 対応 コー 
ター の 配置 & 総 合 相 談 に 対応 ディ ネー ター を 2 名 委嘱 
談 窓口 の 開設 ・ 相 談 実績 :119 件 


巡回 企業 相談 の 実施 被災 地域 に 赴き 、 企 業 訪問 ・4 月 18 日 か ら 県 等 と 調整 し 
に よる 情報 収集 や 各種 相談 て 企業 巡回 を 実施 :306 社 
に 対応 

被災 企業 の 復興 計画 策定 ・ 派 遣 実績 :9 件 

に あたり 、 専門 家 派遣 の 経 

費 を 助成 (10/10 補 助 ) 


被災 企業 が 抱え て いる 個別 ・9 月 12 日 か ら 支 援 事業 の 
の 課題 に 対応 し た オー ダー 受付 開始 
メイ ド 型 支援 受付 件 数 :12 件 





謀 災 対応 専門 家 派遣 事業 事例 ① 
ほたて 、 鮭 、 か き な どの 加 
・ 支援 先 エ 、 販 売 を 手がけ て いた 
加工 場 が 浸水 し た 食品 加工 業者 2 9 
・ 事業 者 か ら の 要望 
事業 立て 直し の た め の 計 画策 定 指導 
新 事 業 の 開拓 に 向け た 指導 
・ 文 援 内 容 








農 災 対応 専門 家 派遣 事業 の の 


支援 先 被災 し た 作業 場 還 
船舶 修理 、 機 関 部 品 ・ 機 器 販 売 業者 | 
・ 修 理工 場 が 流失 、 設 備 も 流失 ・ 破 損 
・ 事 業者 か ら の 要望 
資金 調達 ・ 事 業 復興 の 指導 
支援 情報 ・ 行 政情 報 の 入手 ・ 活 用 の 指導 
・ 支援 内 容 








・ 支援 内 容 


オー ダー メイ ド 支 援 事業 事例 ① 
。 支援 先 更 地 と な っ た 事務 所 跡地 


津波 に よっ て 事務 所 ・ 工 場 が 全壊 し た 水産 
加工 業者 = 


・ 事 業者 か ら の 要望 回 
仮設 事務 所 ・ 工 場 、 冷 凍 庫 の レン タル 費用 于 > 
支援 





| 50 万 円 の 費用 助成 
| 新 工場 が で きる まで の 仮設 の プレ ハブ 事務 所 ・ 


工場 、 事 業 用 冷蔵 庫 の レン タル 料金 





オー ダー メイ ド 支 援 事業 事例 ② 


・ 支援 先 

店 舗 が 流失 ・ 消 失 し た 小売 業者 
・ 事業 者 か ら の 要望 

営業 再開 の た め の 設 備 の 運搬 
・ 支援 内 容 





50 万 円 の 費用 助成 | 
| 廃業 する 関東 地方 の 同業 者 より 、 設 備 ・ 消 耗 品 等 | 


を 譲り 受け る た め の 解 体 費 用 、 運 送 費 用 





写真 :Youtube よ り 9 


② 情 報 収集 ・ 提 供 


農 災 関連 支援 施策 な どの 情 ・ 震 災 関 連 情報 サイ ト を 立ち 
報 を まとめ た サイ ト で 情報 提 上 げ 、 随 時 情報 を 提供 中 





県 内 企業 の 情報 収集 ・ 掲載 を 希望 する 県 内 企業 の ・ 操 業 情報 掲載 企業 :88 社 
提供 操業 状況 等 を 掲載 


中 古 設備 情報 の 紹介 | 県 内 外 の 中 古 設備 情報 を ・ 紹 介 件 数 :17 件 
収集 、 ニ ー ズ に 応じ て 紹 ィ 


被災 も の づく り 企 業 支 県 が 立ち 上 げた 「 被 災 も の  ・ サ ポー ター 登録 企業 数 : 
援 の ネッ トワ ー ク 強化 づく り 企業 支援 サポ ボー ター 41 社 
登録 制度 」 の 運用 を サポ ボー 
ト し 、 内 陸 部 と 沿岸 部 の 各 
支援 機関 の 連携 強化 を 支 
援 


岩 災 関連 情報 サイ ト 


岩 災 関連 情報 サイ ト 


ご の た び の 「 東 日 本 大 岩 災 」 で 被害 に 適わ れ た 方 々 に 、 心 より お 見 姜 い 申し 上 げ ま す と と も に 、 
皆様 の 一 日 も 早い 復興 を お 祈り 申し 上 げ ま す 。 
ご の サイ ト で は 、 当 セン ター か ら の お 知ら せ を まとめ て いま す 。 ご 活用 下さ い 。 


被災 地 企業 の 情報 (PDF) 掲載 を 希望 する 企業 の 操業 状況 ・ 連 絡 先 等 の お 知ら せ で す 。 
※ 掲載 を 希望 され る 方 は 、 申 込 シー ト (Word)(PDF) を ご 利用 くだ さる か 、 こ ちら か ら メ ー ル で お 送り いた だ け ま す 


震 炎 関連 支援 施策 ガイ ド 企業 向け の 施策 を 分 野 別 に 紹介 し て いま す 。 

総合 相談 窓口 設置 TEL 019-631-3822 へ 3 

被災 も の づく り 企 業 支援 サポ ー タ ー 岩手 県 が 運営 する 、 被 災 企 業 支援 の た め の 制度 で す 。 
震 炎 対応 専門 家 派 中 事業 の 実施 再建 計画 等 の 策定 を 専門 家 が 無料 で 支援 し ます 。 

課題 解決 型 オ ー ダ ー メ イド 支援 事業 被災 地域 の 中 小 企業 者 の 要望 に 応じ た 支援 を 行い ます 。 
設備 黄 与 制度 、 設 備 資 金 間 付 制度 左記 制度 に つい て 、 最 新 情報 を 含め 、 紹 介し ます 。 


・ 詩 備 笛 己 等 制度 の 改 証 (利息 の 低減 ほか }) (77/11) 
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中 古 設備 情報 の } 


本 
て ここ 
の 


| 





























中 古 福生 上 情報 再 で 業 は い 笑 無 め 事 多 は ばけ 次 角 高 さ 2 
TT PE 人 ー プ TEL 让 证 -省 一人 THB 一 一 誠 開 ど も 王 て 興 居 臣 た | へ 本 た 原山 田 ん 部 岩 
在 LE | Ti LE- i Ba 1 す 二 再 機 と に に 埋 再 の 破 3 加 县 市 本 后 て 
ュー 站 名曲 如 蝇 役 调 坟 人 电 闪 日 训 到 四 号 才 me 炎 
に りき 人 な て を は の が か 炎 寺 栖 ん 町 7 区 山 生 耐 
回 で 富夫 区 FT 时 由 | 让 2 意 い し ん 本 伝 の 日 の 
EE EE EN 見 人 なれ 山 で 幼 提 各 計 た の 台 宇 鉄人 な ま 下 え 
be rue ET 
ララ 5. で さ 1 い 古 用 い 上 人 た て 月 
ma ン 朋 運ん 織っ こわ 層 し た が 析 * ご ふ 、 機 
テ に 送 と を 際 て 械 て も 神 > 械 
本 ほ 結 擦 曽 者 を も の 戸 は さき ら 
ア 県 いび ら 市 乗 佑 ら で 市 欠 い 支 到 
后 知 失 革 人 区 辆 企 过 归 俐 过 援 | 
行 苏 try 记 胸 上 上 久 记 使 立 一 人 
が っ さ た た 連 も て と 夫 用 ん 感 の 着 
線 た ん * 頒 終 ン い いで し の 出 輸 
と 表 が 山 * タ 名 中 活 て 知 し 
ーッ ーー | ご 学 可 
の > 
AA 1 
I ne le 人 
代 网 
I | 
37 41 較 
が と 
培 名 
ZE し し 
人 告 業 向け に 中 古 設備 情報 の 提供 ょ を 行っ て き た だ 
| AN 六 金属 地 工 棋 械 を 贈り 、 卓 山 良 夫 さ ん と 
ん 。 細 手 し 浮 呈 する 松井 狂 さん (手前 左 


H23.7.8 岩 手 日 報 
(カラ ー 写 真 は WEB よ り ) 
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③ 金 融 支援 


設備 貸与 等 事業 1・ 既 存 貸与 等 設備 : 
被災 し た 貸与 設備 等 の 実態 に 
応じ て 償 違 免除 の 実施 な ど 


新規 貸与 等 設備 
被災 企業 等 が より 利用 し や すい 
制度 へ の 改正 (利息 、 貸 付 期 間 、 
据置 期間 等 
(東日本 大 震 災 復興 特別 貸付 に 
対す る 利子 補給 の 実施 
・ 再 生 支 援 協 議会 に よる 再生 企 
業 に 対す る 利子 補給 の 実施 
高度 化 資金 貸付 ] グル ー プ 補助 金 対象 中 小 企業 や 
仮設 店 舗 ・ 工 場 に 入居 する 中 小 
企業 等 に 対す る 高度 化 ス キー ム 
に よる 貸付 の 実施 


利子 補給 


< 約定 支払 期間 の 3 ヶ月 延長 、 


違約 金 の 免除 : 
52 企 業 89 件 
* 償 本 期間 の 延長 : 
14 件 432,996 千 円 
・ 償 有吉 免除 : 
45 件 219,594 千 円 
・8 月 15 日 か ら 東 日 本 大 震 
災 復 興 特 別 貸付 に 対す る 利 
子 補給 の 受付 開始 
申込 件 数 :96 件 
・8 月 24 日 か ら 高 度 化 貸付 
の 受付 開始 
申込 件 数 :37 件 26 億 円 
(審査 中 ) 


設備 中 


込 、 
SN ae) 


IAY px 
産業 振興 
セン ター 












売買 契約 、 
設備 代金 支払 


中 小 企業 が 希望 する 設備 を 


セン ター が 代わ っ て 購入 し 、 











長期 ・ 低 利 で 貸与 する 制度 。 





与 事业 


(1) 既 存 利用 企业 只 被 炎 调 查 


“调查 时 期 平成 23 年 3 月 29 日 ~~ 
“调查 对 象 沿岸 部 を 中 心 と し た 78 社 
“调查 方法 訪問 し て の 現場 確認 


(2) 緊急 対応 支援 
直接 被害 ・ 間 接 被害 を 受け た 設備 貸与 等 利用 企 
業 の 4 月 て 6 月 の 支払 延納 承認 と その 間 発生 する 
違約 金 を 免除 
実績 52 企 業 89 件 (契約 ) 
(3) 設備 貸与 等 の 償還 期間 の 延長 
震 災 で 直接 被害 を 受け 資金 繰り に 支障 を きた し て 
いる 被災 中 小 企業 者 に つい て 、 償還 期 間 2 年 若 し く 
は 1 年 間 の 延長 を 実施 
件 数 14 件 432,996 千 円 
(4) 流 失 ・ 減 失 し た 設備 貸与 等 の 償 層 免除 
震 災 で 貸与 ・ 貸付 対象 婦 備 が 流失 ・ 減 失 し た 被災 
企業 に つい て 償還 の 免除 
件 数 45 件 219 ,594 千 円 
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設備 貸与 事業 


(5) 設 備 貸与 等 制度 の 改正 

新規 貸与 等 設備 に つい て は 、 小 規模 中 小 企業 者 や 被災 企業 等 が 利用 し や 
すく な る よう 、 貸付 利息 の 低減 や 貸付 期間 及び 据置 期間 の 延長 、 中 古 設 備 の 入 \ 
取扱 い の 緩和 等 、 制 度 の 改正 を 行っ た 。 "> 
GD 割 赋 损 料 率 (利息 ) 低 减 

基准 割 赋 损 料 率 2.30% 一 1.9596 事業 所 が 被災 し た 企業 一 1.85% 


② 被 災 企 業 に 対す る 償 邊 期間 の 延長 





最長 10 年 、 据 置 期間 2 年 
Oh ii dz El (単位 : 千 円 ) 2 本 半 に = 宇 
設備 貸与 161,302 240.8% 国 制度 
Sa 震 災 対応 ) 加 (39,415) 一 
機械 類 貸与 34 730,731 200.2% 県 制度 
(うち 、 岩 災 対 応 ) (18) (376,249) 一 
合計 51 892.033 206.5% うち 中 古 機械 貸与 





(うち 、 震 災 対 応 ) (23) (415,664) = 2 件 55,999 千 円 
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高度 化 資金 貸付 


概要 

グル ー プ 補助 金 対象 中 小 企業 者 や 仮設 店 舗 ・ 
工場 入居 中 小 企業 者 等 に 対す る 高度 化 ス キー 
ム に よる 長期 ・ 無 利子 の 貸付 を 実施 

2 貸付 対象 者 
被災 し た 複数 の 中 小 企業 者 等 か ら 構成 され 
る グル ー プ で 復興 事業 計画 を 作成 し 、 県 か ら 
認定 を 受け た 中 小 企業 者 ( 左 図 ) 

(2) 被災 し た 商工 会 、 商工 会 議 所 

(3) 中 小 機構 が 整備 し た 仮設 店 舗 ・ 工 場 に 入居 


小 企 
産業 振興 2 pe 
en 無利子 
(2) 返済 期間 20 年 以内 (据置 期間 5 年 以内 ) 
(3) 貸付 対象 施設 ・ 設 備 の 復旧 ・ 整 備 に 要 す 
る 経費 





⑦ 貸 付 審査 





ES 证 > 4 実績 
申込 件 数 :37 件 26 億 円 (審査 中 ) 
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〈④ 取 引 支 援 


取引 先 ・ 調 達 先 の 紹介 被災 企業 等 の ニー ズ に 応じ ・ あ っ せん 件 数 :20 件 (うち 時 
て 、 新 た な 取引 先 ・ 調 達 先 を 災 関 連 企業 10 件 ) 
紹介 (県 外 取引 あっ せん 機 ・ 被 災 企 業 に 対す る 同行 あっ 
関 と 連携 ) せん 件 数 :1 社 2 件 


広域 商談 会 の 開催 従前 の 商談 会 に 加え 、 中 小 ・ 商 談 会 開催 予定 件 数 :7 件 
企業 庁 ・ 東 京都 と 連携 し て (実施 済 :4 件 ) 


広域 商談 会 を 開催 し 、 被災 7 月 5 日 東京 都 
企業 等 の 取引 確保 を 支援 8 月 31 日 仙台 市 
9 月 8 日 仙台 市 


10 月 20 日 北上 市 
(開催 予定 :3 件 ) 
11 月 29 日 东京 都 
12 月 15 日 盛岡 市 
3 月 14 日 盛岡 市 





⑤ 事 業 用 施設 の 紹介 


空き 工場 等 の 紹介 内 陸 企 業 等 の 空き 工場 等 を 岩 災 関連 情報 サイ ト で 空き 
調査 し 、 沿 岸 被災 企業 に 紹 工場 情報 を 紹介 中 
介 


公 的 貸 工 場 や イン キュ ベー 岩 災 関連 情報 サイ ト で 貸 エ 
ショ ン 施 設 の 空き 状況 を 収 、 場 ・ イ ン キ ュ ベ ーション 施設 
集 し て 、 沿岸 被災 企業 の ニー 情報 を 紹介 中 

ズ に 応じ て 紹 2 





貸 工 場 ・ イ ン キ ュ ベ ーション 施設 の 紹 


事業 スペ ー ス ・ 貸 工場 ・ イ ン キ ュ ベ ーション 施設 の 紹介 


以下 の 情報 は 、 いわ て 産業 振 婦 セン ター が それ ぞ れ の 機関 、 団体 か ら 聞 き 取り し た 情報 で す 。 これ ら 施 
設 の 活用 を 検討 れる 場合 は 、 直接 各 機 関 、 団体 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


(平成 23 年 10 月 31 日 現在 、 ( 財 ル ル わ て 産業 振 性 セン ター 調べ ) 


介 


産業 振興 セン ター 





WEB サ イ ト に て 

























































































工場 及び イン キュ ベー ト 施 設 
_ _ _ 面 各 月 額 使用 料 (円 ) 
区 分 施設 獲 称 場所 空き 施設 名 な > 期間 1…3 期間 4~6 期間 7-9 
年 年 年 
研究 室 102 3264| 65200| 81600 97800 
研究 室 103 324| 64800 81000 97200 
研究 室 204 53.21| 106.400| 133000| 159000 
| 」 研 究 室 205 5265| 105300| 131600| 157.000 
研究 室 206 68.25| 136500 170000 204000 
研究 室 2 号室 | 495 61.000 
研究 室 3 号室 | 495 61.000 
研究 室 4 号室 | 495 61.000 
研究 室 7 号室 | 495 
研究 室 8 号 室 2495 
花巻 市 工場 棟 A-2 99 
起 亲人 支援 长 花 关 市 二 枚 橘 5-6-3 工場 醒 B-1 | 165 
(優遇 制度 ※1) 工場 棟 B-2 165 
中 工場 棟 B-3 165 
工场 丁 塌 醒 R-4 1R5 











ロブ | 事例 
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H23.8.8 岩 手 日 報 ( カ ラー 写真 は WEB よ り ) 


⑥ 新 事業 凡 出 支援 


希望 ファ ンド ・ 農 被災 企業 等 の 新 事業 創出 等 * 希 望 ファ ンド 支援 件 数 :12 件 


商工 連携 ファ ンド に 向け た 取組 を ファ ンド に よ (うち 沿岸 企業 4 件 ) 
で の 支援 り 支援 (県 北 ・ 沿 岸 地域 に つ ・ 農 商工 連携 ファ ンド 支援 件 数 :2 件 
いて は 、 補 助 率 2/3 以 内 ) (うち 沿岸 企業 1 件 ) 
ケッ | H24.2.1 て 3 開催 の SMTS に ・ 出 展 に 向け て 準備 中 
県 統一 ブー ス と し て 出展 出展 企業 数 :42 社 
(うち 沿岸 企業 18 社 ) 





プロ ジェ クト 推進 1 産学 官 が 連携 し て 推進 する ・ 支 援 実績 : 釜 石 市 「 コ バル ト 合 金 
支援 研究 開発 等 プロ ジェ クト を 管  _ ブロ ジェ クト 」 の 推進 支援 


理 法 人 と し て 総合 的 に 支援 文科 省 プ ロジ ェクト の 推進 支援 
経 産 省 プ ロジ ェクト の 獲得 支援 

(6/28 採 択 ) 

セン ター 単独 事業 で ブラ ンド 化 


推進 経費 を 支援 


スー パー マー ケッ トト レー ド シ ョ ー 


[ER (Wma) (Fueak) 



































































































































































































































S$、 第 46 回 
339 スー パー マー ケッ ト ・ ト レー ド シ ョ - 2012 


< 
























































而 屡 由 之 喜 内 来場 の ご 案内 


http://www.smts.jp/ 


スー パー マー ケッ ト 業 界 関係 者 を 対象 
と し た 、 食 品 、 仕 回 、 衛 生 関 連 の 総合 
™ uu 震 災 か ら の 復興 を アピ ー ル すべ く 、 岩手 県 


展示 会 。 大 
期日 :2012 年 2 月 1 日 3 日 統一 ブー ス と し て 県 内 中 小 企 業者 、 農 林 漁 
会 場 : 東 京 ビ ピッグ サイ ト _ 業 者 あわ せ て 42 社 (うち 沿岸 企業 18 社 ) a 


































































































来場 者 数 :83.421 名 (昨年 ) 
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コバ ルト 合金 プロ ジェ クト 


文科 省 の 「 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン 戦 略 支援 プ ブログ ラム 」 
に 基づく プロ ジェ クト と し て 、 平 成 22 て 24 年 度 の 3 年 間 
実施 し ます (提案 者 : 岩手 県 ・ 釜 石 市 ) 。 


・ コ バル ト 合金 を 活用 し た 医療 用 製品 や ー 般 産業 用 抽 
机 











コバ ルト 合金 開発 クラ スタ ー 本 部 

コバ ルト 合金 に よっ て 作ら 本 部 長 : 岩 手 県 知事 産業 振興 セン ター 

れる 製品 の 数 々 Eee 一 一 
副本 部 長 : センター 理事 長 好 

事業 総括 : 藤 枝 賢 之 助 

副 事 業 総括 : 山脇 昇 














































ノド ニ テイ - 
アシ スタ ント コー ディ ネー ター 
科学 技術 アド バイ ザー 








の づく り 人 材 
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ご 静 聴 あ り が と う ご ざ いま し た 








今後 も 当 セ ンタ ー で は 
戻 災 復興 に 向け 、 
中 小 企業 者 の ニー ズ に 応え 、 

さま ざま な 支援 を 行っ て まい り ま す 


TP //www.joho-iwate.or. 本 


x 店 いわて 産業 振興 セン 


財団 法人 いわ て 産業 振興 セン ター に お ける 涯 災 対 応 に つい て 
H23.11.22 




















担当 チー ム 











震 災 対応 コー ディ ネー タ を 2 名 配置 し 、 被 炎 災 企 業 等 か ら の 各種 
に 対応 する 総合 相談 窓口 を 開設 
※ TEL:019-631-3822 て 3 


震 災 対応 コー デ イネ タタ や セン タ 職員 が 被災 地域 に 
内 訪問 に よる 情報 収集 や 各種 相談 に 対応 
1) 相談 ・ 経 


支援 。 | 生計 専 門 家 泊 _ | 彼 災 企業 が 復興 に 向け て 再建 計画 等 を 策定 し よう と する 場合 、 専 門 
業 の 実施 MN 接 家 の 派遣 に 要する 経費 を 助 
※ 第 災 企 業 に つい て は 自己 負担 分 を 免除 (10/10 補 助 ) 


彼 炎 企業 が 抱え て し る 個別 の 課題 | に 対応 し た 、 オ ー ダ ー メ イド 型 に 
る 支援 を 行い 、 企 業 の 復旧 ・ 復 興 を 支援 (セン ター 単独 事業 ) 
| 以 内 /企业 


① 岩 災 関 連 情報 サイ トム 人 と 呈 | 当 セ ンタ ー や 国 ・ 県 等 の 岩 災 関 連 支 援 施 策 や 企業 か ら の 支援 情報 な 
に よる 情報 提供 各種 震 災 関連 情報 を まとめ た 岩 災 関連 情報 サイ ト を 立ち 上 げ 


② 県 内 企業 の 情報 収 所 朋 災 状況 を 把握 する と と も に 、 掲 載 を 希望 する 県 内 企業 
集 ・ 提 供 ・ 連 絡 先 等 を 紹介 する 情報 提供 サイ ト を 立ち 上 げ 


科 の 情報 を 収集 し 、 被災 企業 の ニー ズ に 応じ て 紹介 
能 な 場合 は 設 備 貸 与 等 制度 で の 支援 も 実施 ) 


RS 県 が 立ち 上 げた 「 被 災 も の づく り 企業 支援 サポ ー タ 全 録 制度 
最 放 全 人 20 全 基文 | 取 引 支援 T | 面 で サポ ー ト する と と も に 、 内 陳 部 と 浴 岩 部 の 各 支 援 機関 の 則 
に 向け た 取組 み を 支援 


既存 貸与 等 設備 : 設 備 貸 与 等 の 約定 支払 期間 の 3 ヶ月 延長 と 、 
の 間 発 生 す る 違約 金 の 免除 を 実施 。 また 、 被 災 し た 貸与 設備 等 の 
態 に 応じ て 償 居 期間 の 延期 (2 年 間 ) 又は 償 居 の 免除 を 実施 
設備 貸与 等 事 3 金山 や 新規 貸与 等 設備 : 制 度 の 改正 を 行い 、 小 規模 中 小 企業 や 被災 
業 等 が より 利用 し や すい 制度 へ の 改善 を 実施 (利息 、 貸 付 期間 、} 
期間 、 中 古 設備 の 取扱 い 等 ) 

※ 参考 : 宮 古市 は 保証 金 に 対し 補 


子 補給 の 東日本 大 震 災 復興 特別 貸付 に 対す る 利子 補給 の 実施 
AM の 再生 支援 協議 会 に よる 再生 企業 < 対す る 利 赴 給 の 実施 


高 度 化 资金 货 グル ー プ 補助 金 対象 中 小 企業 や 仮設 店 舗 下す る 
ie 四 業 等 に 対す る 高度 化 ス キー ム に よる 貸付 の 


Ne 被災 企業 等 の ニー ズ に 応じ て 、 新 た な 取引 先 ・ 調 達 先 を 紹介 (既存 の 
PO RN 援 T 受 発注 情報 サイ ト の 積極 的 利用 拡大 と 、 県 外 取 引 乾 旋 機関 と 積極 的 
⑭ 取 引 支 援 ME 

本 jp 従前 の 商談 会 に 加え 、 中 小 企業 庁 及び 東京 都 と 連携 し て 広域 商談 会 
0 を 開催 し 、 梓 炎 企 業 の 取引 確保 を 支援 


陸 企 業 等 の 空き 工場 等 を 調査 し 、 沿岸 第 災 企業 の ニー ズ に 応じ て 


紹介 


市 町 村 等 が 有する 公 的 貸 工場 や イン キュ ベー ショ ン 施 設 の 空き 情報 
を 収集 し て 、 沿岸 被災 企業 の ニー ズ に 応じ て 紹介 


> Se 8 i 洛 の 新規 事業 創出 、 新 分 野 進 出 に 向け た 取組 み を 希望 ファ 
世情 。 帳 紀 

生 フ アン ド ・ 諾 剖 上 導 事 業 間 ンド 、 諾 商工 連携 ファ ンド に より 支援 
SN 上 県 北 ・ 沿 岸 地域 に つい て は 、 補 助 率 2/3 以 内 


② ス ー パ ー マ ー ク ケッ トト | 新 事業 創出 | 平成 24 年 2 月 1 一 3 日 開催 の スー パー マー ケッ トト レー ド シ ョ ー2012 に 
レー ド シ ョ ー へ の 出展 県 統一 ブー ス と し て 出展 


上 学 が 連 失 し で 新人 出 向け た 生 守 プ ロジ ェクト を 
は 人 | 進 し よう と する 場合 、 当 セン ター が 総 

⑨ プ ロジ ェクト 推進 壇 | 発 T | 国 等 の プロ ジェ クト 導入 支援 ・ 推 進 支援 (管理 法人 ) 

セン ター 単独 事業 に よる 支援 な ど 








































































































































































































































































































































































































⑫ 情報 収 
0 設備 情報 の 紹介 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































復興 支援 の 取組 に つい て 


平成 23 年 11 月 22 日 
公立 大 学 法 人 _ 


| 県 立 大 学 


三 于 二 et NN 





1 岩手 県 立 大 学 の 復興 支援 体制 
学部 ・ 教 員 の 取組 み 
学生 ボラ ンティア セン ター 及び 


いわ て GINGA-NET プ ロジ ェクト 





に よる 活動 1 滝沢 キャ ン パス 
二 | 宮古 キャ ン パ ス 
4 被災 学生 へ の 支援 ー ze Ra 還 


5 地域 政策 研究 セン ター の 
農 災 復興 研究 の 取組 み 


6 県 ・ 市 町 村 等 の 復興 計画 策定 
等 に 対す る 支援 








地域 や 産業 の 再生 に 向け た 調査 分 析 や 政策 提 
案 を 実施 (東日本 大 震 災 発生 後 は 、 震 災 復 興研 
究 に 特 化 ) 

~ 震 災 復 興研 究 部 門 ~ 

1 暮らし 分 野 【 コ ミュ ニテ ィ の 絆 を 活か し た 暮らし の 再建 】 
2 産業 経済 分 野 【 地 域 特性 を 踏ま えた 産業 経済 の 再建 】 
3 社会 ・ 生 活 基盤 分 野 【 災 害 に 強い まち づく り と イン フラ ・ 


@ 学長 が 、4 月 上 旬 、 治 岸 市 町 村長 を 
訪問 し 、 お 見 舞い と 支援 の 意向 を 伝え た 


1 岩手 県 立 大 学 の 復興 支援 体制 





被災 地域 の 復興 を 、 教 職員 又は 学生 の ボラ ン テ ィ 
ア 活 動 、 教 職員 の 派遣 等 を 通じ て 支援 





て 支援 内 容 ~ 

1 大 学 へ の 支援 要請 の 受入 、 学 部 等 へ の 依頼 

2 教職 員 又 は 学生 の ボラ ンティア 活動 、 教 職員 の 派遣 等 
に 必要 な 支援 物資 等 の 調達 

3 復興 支援 に 係る 各種 情報 収集 、 学 内 へ の 情報 提供 

4 復興 支援 に 係る 大 学 へ の 寄付 の 受付 、 活 用 

5 ボラ ンティア 活動 の 事前 学習 、 事 後 相談 等 





2 学部 ・ 教 員 の 主 な 取り 組み 


(1) 看護 学部 で は 、 母 子 へ の 保健 指導 、 健 康 調査 の た め の 家 庭 訪問 活動 、 避 難 住民 へ の 
支援 、 被 災 地 養護 教諭 の 支援 ニー ズ 把 握 の た め の 活 動 実 態 把握 、 専 門 職 に 対す る 支援 、 
健康 相談 等 を 行っ た 。 


(2) 社会 福祉 学部 で は 、 週 1 回 程度 の 遊び の 場 を 提供 、 災 害 を 経験 し た 子ども た ちの 心 の 
ケア と 、 保 護 者 の 支援 の た め の 研 修 を 実施 し た 。 


(3) ソフ トウ ェ ア 情 報 学部 で は 、 静 岡 県 立 大 学 等 と 連携 し て 、 三 陸地 域 の 情報 イン フラ 
及び 、 イ ンタ ーネット 接続 の 復旧 作業 な どの 支援 を 行っ た 。 
また 、 平 成 23 年 度 は 、 岩 災 復興 に 関連 する 研究 テー マ を 学部 プロ ジェ クト と し て 設定 し た 。 


(4) 総合 政 素 学部 で は 、 い わ て の 防災 ・ 復 興 支 援 プ ロジ ェクト を 立ち 上 げ 、 防 災 ・ 復 興 WG 
を 設置 し 、① 社 会 調査 、② 産 業 経済 ・ 行 政 、③ 社 会 ・ 環 境 基 毅 の 3 チー ム に よる 研究 を 
行う こと と し た 。 ま た 、 各 市 町 村 の 復興 計画 策定 に 携わっ て いる 。 


(5) 盛岡 短期 大 学部 で は 、 震 災 廃 茎 材 の 再 資源 化 と それ を 活用 し た 応急 仮設 住宅 の 供給 
に つい て の 提案 を 行っ た 。 また 、 学 部 研究 と し て 「 岩 災 発 生 時 、 発 生後 、 そ し て 復興 期 に 
お ける 多 文化 共生 コー ディ ネー タ の 役割 に 関す る 調査 研究 」 を 行う こと と し た 。 


(6) 宮古 短期 大 学部 で は 、「 三 陸地 域 情報 シス テム の 構築 」 を テー マ に 、 災 害 時 に お ける 
安否 情報 の 収集 ・ 提 供 を 行う 「 安 否 確認 シス テム 」 の 構築 、 地 域 の 避難 所 等 場所 情報 を 
提供 する 「 避 難所 情報 MAP」 の 作成 を 行う こと と し た 。 


くべ これ まで の 主 な 取り 組み > | 


3/11 地域 住民 の 安否 確認 
つ 独 居 高 齢 者 宅 を 中 心 に 、 地 域 の 見 回 り 
3/14 災害 学生 ボラ ンティア セン ター 開設 
3/16 ホー ムレ ス 支 援 、 安 否 確認 へ - 
3/21 陸前 高田 市 災害 VC の 設置 運営 支援 ① Te 
3/22~ 釜石 市 災害 Vc の 設置 運営 支援 の ド 
※ 余震 時 の 地域 見 守り 活動 は 継続 実施 。 二 
4/10 子ども 遊び キャ ラバ ン 隊 
(学生 ボラ ンティア バス ・ ユ ニセ フ ( 国 連 児 童 基金 ) 協 働 ) 
同日 、 い わ て っ こ 応 援 ! 学生 ボラ ンティア バス ③ 
(于 西 D3 大 学 ( 佛 大 、 于 学 、 神户 学 院 ) ) 
4/11 一 19 いわ て っ こ 応 援 ! unicef 学 生 ボ ラン ティ アバ パス 
(岩手 県 立 大 学 ・ 盛 岡 大 学 ・unicef と の 協 働 ) 
4/27~5/8 いわ て GINGA- NET プ ロジ ェクト ま 1 話 
つ 住 田町 五葉 地区 公民 館 を 拠点 に 全国 か ら 13 大 学 の ベ AT 
512 名 が 滞在 し な が ら 、 沿 岸部 の ボラ ンティア 活動 を 実施 国 “oT | | 
5/14 て 仮設 住宅 コミ ュ ニ ティ 支援 活動 i 
ーー つ お 茶 っ こ サ ロン を 釜石 で 実施 
つ 週 末 を 中 心 に 学生 ボラ ンティア バス の 運営 
陸前 高田 市 災害 VC 及び 釜石 市 災害 VC で 
応急 仮設 住宅 の コミ ュ ニ ティ 形成 支援 を 実施 
8/3 ン 9/20 いわ て GINGA-NET プ ロジ ェクト ④ 
ーー 全国 か ら 146 大 学 、1.086 名 の 学生 が 滞在 
大 椎 町 、 釜 石 市 、 大 船渡 市 、 陸 前 高田 市 、 
住田 町 ほか で 活動 を 展開 








ラン ティ アバ ス 4/10 


~ 
71\ 


爱 ! 学生 


こ 応 } 


③ い わ て っ 





〈④ い わ て GINGA-NET プ ロジ ェクト 





4 被災 学生 へ の 支援 


(1) 在籍 学生 へ の 支援 
甚大 な 被害 を 受け た 学部 ・ 大 学院 ・ 短 期 大 学部 (盛岡 ・ 宮 古 ) に 在 
籍 する 

被災 学生 へ の 経済 的 支援 と し て 、 授 業 料 等 の 減免 及び 通学 支援 を 実施 
ア 入学 料 ・ 授 業 料 の 減免 
① 平成 23 年 度 及 び 24 年 度 入学 生 の 入学 料 を 減 先 
② 平成 23 年 度 前 ・ 後 期 及 び 24 年 度 前 期 の 授業 料 を 減免 


y 必 の ) 大 和 





・ 原 則 と し て 全額 免除 学部 ・ 大 学院 ① 住 居 の 全 ・ 半 壊 
・ 詳 細 に つい て は 相談 内 岩手 県 内 225,600 円  ② 住 居 の 全 ・ 半 焼 
容 を 踏ま えて 決定 岩手 県 外 338.400 円  、③ 住 居 の 流出 


・ 既 に 納付 し た 後に 被災 盛岡 短大 部 ・ 宮 古 短大 部 ④ 世 帯 収 入 の 著 し 
し た 者 に 対し て は 還付 大 手 県 内 135,400 円 い 減少 


岩手 県 外 203.000 円 
・ 原 則 と し て 全額 免除 学部 ・ 大 学院 同上 
・ 詳 細 に つい て は 相談 内 前期 分 267,900 円 
容 を 踏ま えて 決定 盛岡 短大 部 ・ 宮 古 短 大 部 


前 期 分 195,000 円 





イ 宮古 短期 大 学部 学生 へ の 通学 支援 
岩 災 の た め ア パー ト 等 の 住居 が 確保 で き な い 学生 の た め 、 
盛岡 一 宮古 間 に ス クー ル バ ス を 前 期 終了 まで 運行 し た 。 


(2) 平成 24 年 度 入試 に 向け た 取組 み 
6 月 6 日 、7 日 、13 日 、 学 長 が 県 内 被災 15 高 校 を 訪問 し て 校長 と 懇談 
県 内 高校 生 が 被災 を 理由 に 大 学 進学 を 断念 し な いよ う 、 次 の 支援 を 決定 


① 県 立 大 学 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス へ の バス 運行 を 支援 
7 月 3 日 (日 ) 開 催 の オー プン キャ ン パ ス へ 、 被 災 地 の 高校 か ら の バス 経費 
を 大 学 が 負担 (7 校 16 台 分 ) 。 参加 者 数 2.500 人 (昨年 度 よ り 700 人 増 ) 


② 平成 24 年 度 入 試 に 特別 選抜 枠 を 創設 
本 人 又は 保護 者 が 、 震 災 に より 被災 し た 県 内 の 高校 生 を 対象 に 、 
2 部 、 人 宮古 短大 部 で 、 各 若干 名 の 岩 災 特 別 選抜 を 実施 
10 月 16 日 


5 地域 政策 研究 セン ター 岩 災 復興 研究 の 取組 み 


県 民 ニ ー ズ に 対応 し 、 地 域 政 策 研究 セ ンタ ー の 1 部 門 と し て 、4/28 に 震 秋 復興 研究 部 門 を 設置 


地域 政策 研究 セン ター セン ダー 長 : 豊島 教授 
震 災 復興 研究 部 門 部 門 長 : 植田 教授 
副 部 門 長 : 小川 教授 





【 取 組 の 内 容 】 
| 暮 ら し 分 野 〇 各 プ ロジ ェクト 


ご と の 復興 研究 
県 ・ 市 町 村 ・ 各 








_ 産業 経済 分 野 
【 地 域 特性 を 踏ま えた 産業 経済 の 再建 】 








| 社会 ・ 生 活 基盤 
【 災 害 に 強い まち - 








| ① 暮らし 分 野 (4 課題 「 


〇 「 復 興 計 画 豆 定 こ 新た な 地域 社 芸 構築 の た め の 多 緩 コ ミュ ニテ ィ 形 成 に 
向け だ 実践 的 研究 」 
研究 代表 者 和 纵 合 政策 学 部 教授 倉 原 宗孝 


〇 「 和 被災 地 に お ける 社会 的 折立 の 防止 と 生活 支援 型 コ ミュ ニー ティ づくり 」 
研究 代表 者 社会 福祉 学 部 教授 小川 完 子 


〇 「 野 田村 被災 者 の イメ ー ジ マッ プ に よる 人 参加 的 な 食 の 再 構築 一 岩手 県 民 
の 今後 の 食 生活 の 万 向 性 を デザ イン する 試み 」 
研究 代表 者 盛岡 短期 大 学部 准 教授 乙 木 隆子 


〇 「 被 災 地 域 に お ける 複合 型 福祉 拠点 に 関す る 基礎 的 研究 」 
研究 代表 者 社会 福祉 学部 教授 宮城 好 郎 





の 産業 経済 分 野 (6 課題 ) 


〇 「 被 災 地 に お ける 経済 復興 へ の 課題 - 中 小 企 業 の 経済 
通じ て -」 研究 代表 者 総合 


EE リリ 復興 人 巡る 利 寺 関 
・ 漁港 再編 に 対す る 批判 的 研究 - -省 家 、 漁協 、 国 ・ 県 
が 研究 代表 者 総合 政 案 


〇 「 岩 手 県 沿岸 地域 に お ける 観光 業 の 復興 及び 創 
研究 代表 者 総合 政 』 











研究 代表 者 宮古 短期 


〇 「 被 淡 地 従業 員 の メン タル ヘル ス 支 援 に よる 産業 
研究 代表 者 社会 福祉 
〇 「 水 産業 クラ スタ ー の 復旧 ・ 復 興 条 件 の 解明 」 
研究 代表 者 総合 政策 学部 講師 新 田 義人 


・ 生 活 基 盤 分 野 (5 課題 ) 





〇 「 三 隊 復 興国 立 公 園 ・ 三 陸 ジ オ パ ー ク 指定 の た め の 震 災 幅 産 等 の 保全 、 国 
立 公園 利用 施設 計画 (イン フラ ) 及び 震 災 語り 部 < ジオ パー ク ガ イド ) 育 
成 に 関す る 研究 」 | 

研究 代表 者 総合 政策 学部 教授 渋谷 哆 太郎 


〇 「 被 淡 地 の 復興 過程 に お ける 住民 意識 の 研究 」 
研究 代表 者 総合 政策 学部 准 教授 阿部 元 十 


〇 「 中 ・ 長 期 的 視点 に 立っ た 地域 復興 ・ 防 淡 教 育 ブ ログ ラム の 開発 と 実践 」 
研究 代表 者 和 纵 合 政策 学 部 准 教授 伊藤 英之 


〇 「 仮 設 住宅 の 改善 お よび 仮設 住宅 地 に お ける まち づく り の 提案 」 
研究 代表 者 社会 往 祉 学部 教授 狩野 徹 


〇 「 在 宅 療養 者 の 被 秋 実態 と 防 秋 教 育 の 取り 組み の 万 回 性 
研究 代表 者 看護 学部 准 教授 上 本 美保 子 


6 県 ・ 市 町 村 等 の 復興 計画 策定 等 に 対す る 支援 


① 岩 手 県 復興 委員 会 : 植田 人 眞 弘 (宮古 短期 大 学部 学部 長 、 教 授 ) 
岩手 県 復興 委員 会 企画 専門 委員 会 : 豊島 正幸 (総合 政策 学部 教授 地域 連携 本 部 長 ) 
いわ て 三陸 ジオ パー クジ 推進 協議 会 学術 専門 部 会 豊島 正幸 (同上 ) 
伊藤 英之 (総合 政策 学部 准 教授 ) 
② 市 町 村 復 興 委員 会 


大 船渡 市 : 伊藤 英之 (総合 政策 学部 准 教 授 ) 











釜 石 市 : 吉 野 英 岐 (総合 政策 学部 教授 ) 

豆 古 市 : 植 田 眞 弘 (宮古 短期 大 学部 学部 長 ) 
岩泉 町 : 豊 島 正幸 (総合 政策 学部 教授 ) 

洋 野 町 : 葉 田 但馬 (総合 政策 学部 准 教 授 ) 


③ 沿 岸 被災 商工 会 商工 業 復興 ビジ ョ ン 検 討 委 員 会 
陸前 高田 市 商工 会 : 高島 裕一 (総合 政策 学部 教授 ) 
小 井田 伸雄 ( 給 合 政策 学部 准 教授 ) 
新 田 義 修 (総合 政策 学部 講師 ) 
山田 町 商工 会 : 松本 力也 (宮古 短期 大 学部 講師 





東日本 大 岩 災 復興 ファ ンド の 概要 


| と 第 1 号 投 設 資 案件 に つい て 


平成 23 年 11 月 22 日 


株 式 会 社 岩手 銀行 


⑱ 過 手 銀行 






ファ ンド の 概要 


1. ファ ンド の 概要 


革 手 元気 いっ ぱい 投資 事業 有限 責任 組合 


投資 期間 3 年 (2 年 延長 可 ) 
存続 期間 10 年 (5 年 延长 可 ) 
岩手 银行 日 本 政策 投资 银行 


2. 投资 手法 





株 式 投資 、 劣 後 ロ ー ン 、 一 般 融 資 等 に よる 、 資金 提 供 。 
3. 取扱 開始 日 
平成 23 年 8 月 3 日 


也 岩手 银行 


+ ファ ンド の 基本 コン セフト 


目的 


彼 災 に より 一 時 的 に 業況 が 低迷 し て いる も の の 、 地 域 復興 に 欠か 
ミド 対し 、 劣 後 ロ ー ン や 優先 株 等 を 活用 し た リス クマ 
ー を 提供 し 、 早 期 復興 を 支援 する 。 





当行 保有 の 地域 情報 や 被災 地域 に お ける 広範 な ネッ トワ ー ク と ファ 
ンド 業務 和 を 含む 日 本 政策 投資 銀行 が 有する 経験 フウ ハウ の 服 合 に 
より 効果 的 な 企業 支援 が 実現 で きる 。 


也 岩手 银行 


ファ ンド 設立 の メリ ッ ト 





人 金 の 種類 と し て は 、 劣後 ロー ン 、 優 先 株 、 普 

想定 。 銀行 本 体 に よる 投 船 資 で は こう し 
共 す る こと は 一 般 的 で な い 面 も あり 、 ファ ン 
5 (ファン ド 設 立 に より 、 リ スク マネ ー の 提供 
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毎 に 各行 個別 の 与信 判断 が 必要 と な る 協調 融資 と 異な り 、 
意 し た フレ ー ム ワー ク ( 目 的 、 対 象 企業 、 リ スク 分 担 等 ) に 基づく 
資 が 可能 と な る た め 、 協同 で より 多く の 案件 に 効果 的 か つ 効 率 的 
援 が 可能 と な る 。 


は 


TT 


(注記 ) 
劣後 ロー ン ・・・・ 他 の 債権 より 支払 い 順 位 が 劣る ロー ン 
優 先 株 …… 配当 金 や 残余 財産 を 普通 株 より も 優先 的 に 受取 る こと が で きる が 、 株 主 総 会 で 


の 議決 権 が 制限 され る な ど 経 営 へ の 関与 度 は 弱く な る 株 式 
リス クマ ネー・・・ 資 本 性 の 高い 資金 (返済 義務 が な い 、 ま た は 返済 順位 が 劣る 債務 ) 


也 岩手 银行 


ファ ンド 全体 図 











岩手 銀行 日 本 政策 投資 銀行 
(出資 者 三 有 限 責 任 組合 員 ) 資 者 有限 責任 組合 員 ) 















































帆 東 北 復 興 パ ー ト ナー ズ 
(運営 会 社 三 無限 責任 組合 員 ) 











岩手 元気 いっ ぱい 
投資 事業 有限 責任 組合 














ファ ンド 規模 5 0 億 円 

















第 1 号 案件 の 概要 ① 








人 @ 投資 先 の 概要 
会 社名 ミネ ックス 株 式 会 社 
本 社 所 在 地 岩手 県 釜石 市 大 字 平 田 第 三 地 割 46 番 地 3 
代表 者 伊藤 完治 
資本 金 20 百 万 円 
事業 内 容 


肥料 の 製造 ・ 販 売 (水稲 用 の ケイ カル 肥料 メー カー、 
岩 災 以後 の 東北 地域 へ の 供給 を 担う 唯一 の メー カー) 
従業 員数 26 名 

和 轄 災 状 況 設備 ・ 売 上 ・ 在 庫 ・ 原 材料 等 の 流失 ・ 破 損 


@ フ ァ イ ナ ンス スキ ー ム 
資金 使途 復旧 ・ 復 興 資金 
融資 金額 80 百 万 円 
融資 期間 3 年 (期限 一 括 償 違 





也 岩手 银行 








第 1 号 案 件 の 概要 ② 


人 @ 投資 決定 事由 


ケイ カル 肥料 は 、 水 田 の 土壌 改良 に 不可 欠 な 肥料 で ある 。 


1 


以前 は 、 当 社 を 含む 2 社 で 、 東 北 地域 の 供給 を 担っ て きた が 、 同業 他 
災 し 撤退 を 余儀 な くさ れ た た め 、 当 社 が 東北 地域 の 供給 を 一 手 に 引 


a る こと と な っ た 。 


二 测 
は だ 


の 状況 を 受け て 、 当社 は 、 東北 地域 の 稲作 農家 へ の 供給 責任 を 果 た 
くく 、 震 災 か ら の 早期 の 復旧 ・ 復 興 に 取組 ん だ 結果 、9 月 か ら 生 産 を 再 障 
この 秋 以 降 の 肥料 散布 に 問 に 合っ た も の で ある 。 


0 


地域 の 稲作 に 不可 欠 な 企 


ンド に よる 今回 の 投 融資 は 、 こ の よう な 東北 
の た 是 供 する も の で あり 、 東 北 地域 


当 ファ 
で ある 当社 に 対し て 、 復 興 の た め の 資 金 を } 
体 の 復旧 ・ 復 興 に 意義 ある 資金 と 考え られ る 。 


也 岩手 银行 





平成 23 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 概要 











H 23.11.22( 火 ) 
1 開会 


2 各 作 業 部 会 か ら の 報告 


〇 第 2、 第 4、 公 募 型 復興 企画 推進 の 各 作 業 部 会 の 座長 等 か ら 報告 

















3 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 対す る 会 員 の 取組 に つい て 【 事 例 発 
表 】 


〇 次 の 各 団 体 が 、 資 料 2 一 1 か ら 2 一 5 に より 順次 発表 し た 。 
手 県 商工 会 議 所 連合 会 

手 県 中 小 企 業 団体 中 央 会 

・( 財 ) いわ て 産業 振興 セン ター 

手 県 立 大 学 

手 銀行 









































4 ディ スカ ッ シ ョ ン 








千葉 部 長 それ で は 、 次 第 に 従い ディ スカ ッ シ ョ ン の 部 に 入り ます 。 

本 日 は 、 人 
欠席 で ある 。 

それ で は 、 今回 の ディ スズ スカッ ショ ンジ は 、 震 炎 復 興 を デー マ と し 
つつ 、 昨 日 成立 し た 国 の 3 次 補正 予算 の 内 容 に も 焦点 を 当て な が 
ら 、 幅 広い 御 議 論 を いた だ けれ ば と 思う 。 

先程 の 会 員 か ら の 事例 発表 な ども 踏ま えて 、 フ リー ディ スカ ッ 
ショ ン を お 願い する 。 
各 メ ン バ ー か ら 順 に 、 お 一 人 3 分 か ら 5 分 程度 で 、 初 

< 復旧 復興 に 対す る 全体 的 な 視点 、 あ る い は 、 御 自身 の 関与 し 
iP mn コメ ント いた だ きた いと 思う 。 

それ で は 、 次 第 の 在 の 名 簿 の 順に お 願い する 。 

甘 竹 様 か ら お 願い する 。 
















































































甘 竹 私 は 被災 者 な の で 、 御 出席 の 皆様 に 、 ボ ラン ティ ア を は じ め 、 
義援金 、 支 援 物 資 な どの お 見 舞い を いた だ き 、 大 船渡 、 陸 前 高田 
市 の 気仙 地域 を 代表 し て 御礼 申し 上 げた い 。 

昨年 1 0 月 まで 商工 会 議 所 の 会 頭 を し て いた 。 気仙 地域 は 、 中 
小 企業 が し っ か り し て お り 、 水 産業 も 復興 で きる 。 商店 街 も 商工 
会 議 所 の 支援 の 下 に 復興 で きる 。 

中 小 企業 の グル ー プ 復興 と いう こと で 「 大 船渡 地域 食 産業 グル 

ー プ 」 を 17 社 で つく っ た 。 南部 どり や カモ メス の 玉子 の 会 社 で あ 

る 。 4 社 が 1 0 0 億 円 企業 だ 。 県 の 指導 で グル ー プ を 立ち 上 げ 、 

食 プ ジン ド の イメ ー ジ 同上 、 食 の 容 全 安心 を 企業 理念 まし て いる 。 















































藤井 


谷村 





事業 費 は 55 億 6 千 万 円 で 申請 し 、 補 助 率 は 4 分 の 3 で 、 3 

300 万 円 の 補助 金 で ある 。 自己 資金 は 1 億 6 千 万 円 。 1 6 億 

の 借入 れ 。 1 7 社 の 規模 は 、280 0 名 の 従業 員 が お り 、5 
2 
日 























億 円 の 売上 が ある 。 昨日 、 3 次 補正 が 内 定 し た よう だ 。 1 
億 円 の 補助 が 内 定 し た 。 こ れ さ え あ れ ば 雇用 は 守れ る 。 昨 
算 通 過 で は な く 、2 か 月 前 に 決ま っ て いれ ば よかっ た 。 達 } 
の 御 尽 力 に 感謝 する 。 これ で 復活 で きる 。 

私 も 5 か 月 間 売 上 ゼロ を 経験 し た 。 先輩 経営 者 か ら は 、 上 り 坂 
も 下り 坂 も ある 、 下 り 坂 は 出来 る だ け ゆ る や か に や れ と 。 ま た 、 
人 生 に は 、「 ま さか 」 と いう 坂 が ある 。 本 社 工 場 は 、 海 か ら 2.5 km 
離れ て お り 、 津 波 は 念頭 に な か っ た 。 これ まで 法定 伝染 病 の 防止 
A の 全 「 な 反省 し て いる 。 
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4 月 1 日 に 危機 対策 本 部 か ら 復興 対策 本 部 に 切り 替え た 。「『 岩 
手 の 復 興 と 再生 に 』 オー ル 知 大 の パワ ー を 」 と いう スロ ー ガ ン の 
下 に 、 妊 手 大 学 と し て も 地域 に お ける 存在 感 を 発揮 する 、 試 され 
る 時 だ と 考え 、 取 り 組 ん で きた 。 岩 炎 か ら 6 か 月 過ぎ て 、 こ れ か 
ら の 取組 を 3 つの プロ ジェ クト に まとめ て いる 。 国 に 予算 要求 し 
て いる 。 生活 支援 は 一 段落 し て いる 。 避難 所 か ら 仮 設 住 宅 に 移っ 
て か ら の 心 の ケア が 大 き な 局 面 を 迎え て いる 。 動物 病院 は 、 獣 医 
学科 が ある の で や っ て いる 。 

次 の 産業 復興 支援 は な り わ い の 再 生 の サポ ー ト で 、 こ れ と 安 
全 な まち づく り 、 地 域 防災 拠点 の 形成 を 3 本 の 柱 と し て いる 。 こ 
れ ら 全体 を 通じ て 人 材 育成 に 取り 組む 。 

下 の マ ッ プ の と ころ だ が 、 い ろ い ろ な 活動 を 色分け し て 書い て 
いる 。 ボ ラン ティ ア 、 復 興 に 関す る 研究 の 支援 、 委 員 会 へ の 参加 、 
生活 支援 な ど 多 様 な 取組 を し て きた 。 3 次 補正 と 2 4 年 度 概算 要 
求 に 予算 要求 する 。 

資料 の 裏面 だ が だ が 、3 次 補正 で 、 文 部 科学 省 の 「 大 学 等 に お ける 地 
域 復 興 の た め の セ ンタ ー 的 機能 の 整備 」 に 1 0 5 億 円 措置 され て 
いる 。 支援 対象 は 、 岩 手 、 宮 城 、 福 島 の 大 学 、 短 大 、 高 専 で ある 。 

施設 整備 を 除き 2 0 億 円 の 予算 と な っ て いる 。 2 4 日 が 申請 の 締 
切 と な っ て いる 。 















































































































































今回 の 債権 の 買取 は 、 緊 急 の 措置 で あり 、 既 存 の ロー ン を 一 時 
買取 し て も ら っ て 、 支 払 を 猫 予 し て も らい 、 そ の 間 に 新 し い お 金 
を 入れ て も ら っ て 事業 を 再建 する 。 今回 も 仮設 で の 営業 の 再開 で 
あり 、 将 来 、 仮 に 都市 計画 が で き 、 全 体 計 画 が で きた 上 暁 に は 3 回 
月 の ロー ン が 必要 に な る こと を 心配 し て いる 。 サ プラ イチ ェ ー ン 、 
イン フラ 整備 が 十分 で な い 。 テ ー マ 設 定 が ハッ キリ し て いる 中 で 、 
いつ まで に 計画 が 出来 て くる の か 。 県 と し て どう 考え て いる の か 。 

イオ ン で 秋刀魚 の キャ ン ペ ー ン を し て いる よう だ が 、 地元 で 原 
料 か ら 加 工 、 物 流 、 販 路 維持 に 救急 と し て お り 、 自 分 の 事業 を ど 
うす る か 決 き め ら れず 、 あ きら め る 人 も で て き て いる 。 

3 つ 目 は 、 3 次 補正 は 12 兆 円 で あり 、 被 害 額 4 0 兆 円 に 比べ 



























































中 村 


る と 遅い し 、 人 額 も 少な い 。 

4 つ 目 は 、 県 内 に は 技術 力 の ある 会 社 も 多い る が 、 岩 災 特 需 は 
あま りな い 。 タ イ の 水害 の ほう が 発注 が 大 きい 。 岩手 の 人 材 と 技 
術 力 が 評価 され て いる が 、 タ イ は 、 NN 夫 が 元 に 戻る と 言 
われ て お り 、 そ の 後 の 岩 手 の 工 業 の 発展 に どう つなげ る か 、 機 構 
課題 で も ある 。 












































県 立 大 で ある が 、 復 興研 究 の テー マ や ボラ ンティア 活動 な ど を 
息 長 く 続 け て いく こと が 必要 。 特に 、 地 域 政策 研究 セン ター、 モ 
ノ づ くり ソフ トウ エア 融合 テク ノロ ジー セン ター、 こ れ を 二 つ の 
大 き な 歯 車 と し て 、 復 興研 究 を 進め 、 寄 与 し て いき た い 。 教員 の 
エネ ルギー も 含め 持続 する の が 課題 。 成 果 を 県 民 に お 知ら せ し て 
いく の も 課題 。 

岩手 大 学 と 同様 、 文 部 科学 省 の 3 次 補正 で 大 学 の セン ター 的 機 
能 を 整備 し た い 。 い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム の 運営 委員 会 で 、 
いろ いろ 議論 を し て いた だ き 、 文 部 科学 省 と も 考え 方 の すり あわ 
せ を し 、「 い わ て の 教育 及び コミ ュ ニ ティ 形成 復興 支援 事業 」 に つ 
いて 、 本 日 申請 書 を 出す 。 こ れ は 二 つ の 事業 を 柱 に し て いる 。 

1 つ 目 は 、 目 の いわ て GINGA 一 NET と 連携 し て 、(1) 小 中 
高校 向け 学習 支援 ・ 居 住 支 援 、(2) 地 域 コ ミュ ニテ ィ 復 興 支 援 、(3) 
学生 ボラ ンティア を 対象 と し た コミ ュ ニ ティ 支援 力 義 成 の 3 事業 
を や る 。 (②⑫) の 事業 は 、 夏 休み に 146 大 学 、1000 名 以上 集まっ て 
や っ た の を 続け た い 。 (3) は 、 リ ー ダ ーー 養成 。3600 万 円 申請 し て 
いる 。 

2 つ 目 は 、「 地 域 を 担う 中 核 的 人 材 育 成 事業 」 は 、 岩 大 中 心 で 、 
5 大学 が 連携 し て コン ソー シア ム で や る 。H23 は 3000 万 円 の 事 
業 費 で や る 。 

な お 、 宮 古 短大 部 が ある の で 、 沿 岸 の 北側 の 支援 も 拠点 を 置い 
て や る 。 






































































































































知事 会 員 の 事例 発表 を 聞い て 、 伝 統 的 な 手法 で 手 眉 く や っ て いる と 





ころ と 、 新 し い 手 法 を 編み 出し て や っ て いる と ころ が あっ た の が 
印象 的 で あっ た 。 危機 管理 な の で 、 手 堅く と いう の が ある し 、 一 
方 で イン フラ が 整備 され た 先進 民主 主義 国 で こ 0 
例 が な い 。 被災 者 支援 か ら 復 旧 ・ 復 興 に つなげ て いく た め に は 、 
CN 
強く 、 頼 も し く 感 じ た 。 

県 で 用 意 し た 資料 か ら 離 れる と 、 県 で は 4 月 11 日 に 1 回 目 の 

復興 委員 会 を 開い た 。 8 月 11 日 に 復興 計画 を 策定 し た 。 そ の 内 容 
は 、 随 時 、 国 に 提案 要望 と し て 伝え た 。 国 の 復興 構想 会 議 に も 県 
計画 の 内 容 を 出し た 。 昨日 成立 し た 国 の 3 次 補正 に か な り 反 映 さ 
れ 、12 兆 円 1025 億 円 余り 、 岩 災 関 係 経費 で 11 兆 7785 億 円 余り 
の 予算 が 計上 され た 。 復興 道路 の 緊急 整備 、 三 鉄 の 復旧 支援 、 暮 
らし の 再建 、 な り わ い の 再 生 な ど 、 い ます ぐ や ら な けれ ば な ら な 
いこ と の 予算 が 期待 され る 。 本 来 、 も っ と 早く 決ま っ て よかっ た 。 


























































































































県 は 、8 月 に 2 回 、4 月 以降 6 回 目 の 補 正 、12 月 議会 で 9 回 目 
の 補正 を 予定 する な ど 、 国 の 先手 を 取っ て や っ て きた 。 
特区 制度 は 、 国 で 最終 の 詰め の 段階 。 岩手 も 復興 特区 構想 を 提 

案 し て いた 。 規制 や 手続 き な ど の 特例 や 、 財政 や 金融 の 支援 措置 
な ど 、 復興 進め る 上 で 有用 な 制度 と 考え て いる の で 、 関 係 市 町 村 
等 と 連携 し て 進め る 。 
東日本 大 震 災 復興 交付 金 は 、1・5 兆 円 を 超え る 予算 額 で 検討 中 。 
一 定 の 自由 度 を 持っ た 、 地 方 負担 を 軽減 する 交付 金 と いう こと で 、 
県 単 事業 の 扱い や 、 地 方 の 裁量 が どこ まで 認め られ る か 、 よ り 柔 
ES 
被 炎 企 業 の 二 重 債務 問題 で は 、「 岩 手 県 産業 相談 セン ター」 が 
10 日 に 良 、「 半 人 1 月 11 日 に 設立 され 

案件 が 決定 を みた と ころ 。 国 の 予備 費 で は 、 グ ルー プ 補 助 金 
过 于 全 二 1249 時 調 み で ちる 意欲 ある 事業 者 が 
こ 事 業 を 再開 で きる よう 、 on 修繕 費 補 助 や グ 
A よる 支援 、 中 小 企業 基盤 整備 機構 に と よる 仮設 店 舗 等 
で の 損 業 支援 に 加え 、「 岩 手 県 産業 復興 相談 セン ター」 で の 二 重 債 
務 問 題 な ど 、 多 様 な 方 法 で 支援 し て いく 。 

次 に 、 国 際 研 究 開 発 拠点 の 形成 に 向け た 取組 と し て 、 海 洋 研 究 
拠点 形成 と 、 国 際 素 粒子 ・ エ ネル ギー 研究 拠点 形成 (国際 リニア ュ 
ライ ダー : I LC) に つい て は 、 補 正 予 算 で 、 東 北 マ リン サイ エン 
又 20 億 円 が 、 東 北海 洋 生 態 系 調査 船 の 建造 110 億 円 な ど が 計上 
され た 。 

岩手 大 学 や 北里 大 学 な ど 3 大 学 で 進め られ る 「 三 陸 の 水産 業 の 
復興 と 地域 の 持続 的 発展 に 向け た 研究 開発 や 人 材 育 成 に 関す る 連 
携 」 に つい て は 、 本 県 も 連携 協力 し て いく 。 

IL し LC は 、1 回 目 の 国 の 復興 構想 会 議 で , 平 和泉 と セッ ト で 説明 し 
た 。 当時 、 総 理大 臣 、 官 房 長官 、 会 議 の メン バー も 驚い た 様子 だ 
っ た が 、 平 泉 の 世界 遺産 が 定着 し 、I し LC も 繰り 返し 説明 を 重ね 
た こと で 、 政府 内 に も な る ほど いい アイ ディ ア だ ね と いう 感じ が 
出 て きた 。 

平泉 と ILC、 文 化 と 科学 、 過 去 と 未来 、 対 に な りつ つ 、 ど ち 
ら も 地域 資源 の 発掘 育成 と いう 点 で は 地道 な 活動 で ある 。 北上 高 
地 の 南 半分 の 固い 岩盤 を 活用 し 、 地 域 資 源 を 生か し て 地域 に 根 ざ 
し た 自然 の 活用 を し て いく 。 これ が オー ルル ジャパ ン の ジロ ジェ ク 

ト と な り 、 ま た 世界 に 開か れ た 、 世界 中 が 参加 で きる 、 人 類 共 
の 遺産 と し て 活用 で きる 。 と いう こと で 平泉 と ILC を セッ ト 
し て 説明 し て いる 。 

復興 は 、 被 災 地 の み が 苦 労 す べき こと で は な く 、 オ ー ル ジャ パ 
ン で 取り 組む べき 国家 プロ ジェ クト で ある 。 ま た 、 国 際 的 な 、 世 
界 的 な 広がり の 中 で 取り 組ま れる 尽き こと と いう こと の 象徴 と し 
て 非常 に ふさ わし いも の な の で 、 引 き 続 き 、 国 に 対し て 働き か け 
て いき た い 。 




















































































































































































































































































































葉 部 長 5 人 の 皆様 か ら 、 大 船渡 地域 で の 具体 的 な 復興 へ の 取組 と 3 














次 補正 へ の 期待 、 手 大 学 と 岩手 県 立 大 学 の 具体 的 な 復興 支援 プ 
GN te a i ee 
課題 の 御 提示 、 県 と し て の 現在 の 取組 状況 の お 話 な ど を いた だ い 
た 。 





























谷村 さん か ら 御 指摘 が あっ た が 、 復 興 局 の 平井 理事 も 来 て いる 
の で 、 コ メン ト を いた だ きた い 。 





平井 谷村 さん か ら 、 本 格 的 な 復 四 の た め の 都 市 計画 の 策定 が いつ に 
な る か 御 指摘 が あっ た 。 今年 中 に は 、 各 市 町 村 か ら 復 興 計画 が ! 
拉 う 。 その 中 身 は 、 土 地 利用 計画 か ら 言 うと 、 で こ ぼ こ は ある 。 
大 雑 担 だ と どこ ろ と 、 ど ん どん 具 作 的 に お っ て いる と ころ が ある 。 
そこ か ら 都 市 計画 に 落と し て いく 。 早い と ころ は 今年 度 中 に 出来 
る 。 出来 る だ け 早 く で きる よう 支援 し て いく 。 都市 再生 機構 な ど 
と を 美 に 支援 じ て い る と ころ だ 2。 






















































































葉 部 長 お 一 人 2 分 程度 で 、 ま た 順に お 願い し た い 。 














甘 竹 石巻 、 釜 石 、 八 戸 の 各 港 が 、 畜産 飼料 の 基地 で ある 。 石 巻 港 は 、 
全滅 し た 。 釜石 は 、 間 も な く 復 旧 で きる 。 八戸 は 、 ほ と ん ど 被 害 
が な か っ た 。 メ イン の 石巻 が 全滅 し た の で 100 万 羽 を 超え る 鶏 を 
殺し て し まっ た 。 
今後 は 内 陸 型 の 飼料 工場 に し て いく べき 。 それは 米 で ある 。 い 
ま 8 万 円 補助 が 出 て いる が 、 半 分 出れ ば や れる 。 海外 か ら ト ウ モ 
ロコ シ な ど を 何 千 億 円 と 買う 経済 力 は な い 。TPP も ある が 。 
風評 被害 は 問題 が 多い 。 幸い 秋刀魚 が 三陸 沖 で 止ま っ て いる か 
らい い が 、 南 下 し て セシウム が 出る と ダメ ー ジ が 大 きい 。 安 全 な 
こと を 発信 し て ほし い 。 
















































































藤井 被災 地 の ダ メー ジ 、 マ イナ ス の 大 きい と ころ ほど 回 復 が 遅れ て 
いる 。 大 学 は 人 づく り が 中 心 に な る 。 昨日 8 次 補正 が 成立 し た ば 
か り で 、 ス ピー ド 感 を 持っ て や れ な か っ た 。 復興 を 支え る の は 
人 、 金 、 物 な ど だ が 、 機 構 の 意見 交換 を 生か す と すれ は 、 産 学 官 
の ネッ トワ ー ク が 強み 。 反省 も ある 。 


























谷村 社会 資本 を 岩手 に 注入 すべ き 。 懸命 な 達 増 知事 に 期待 し た い 。 
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中 村 GINGA 一 NET は 、 関 西 、 九 州 か ら も 来 て くれ た 。 の 
も あっ た 。 関西 の 学生 は 、 お 手伝い の つも り で 来 た 。 方 言 も 分 
ら ず すず 、「 お 茶 っ こ サ ロン 」 も どう し て いい か 分 か ら な い 。 
話 を し て も ら っ て 勉強 に な っ た 、 目 が 開か れ た と 発表 会 で 言っ て 
いた 。 戻っ て 岩手 の こと を 知ら せ て くれ る 。 若者 の つなが り を 大 
切 に し て いき た い 。 人 公立 大 学 は 81 大学 ある が 、 全 部 、 自 分 た ちの 
学生 と 思っ て や っ て いき た い 。 学生 に 0 




















知事 社会 資本 整備 に つい て 、 復 興 道 路 と 三 鉄 の 再開 は 、11 月 中 に 着 














工 式 が 行わ れ た 。 国 で も 三 鉄 の 平成 26 年 4 月 の 全線 開通 に 向け 
た 復旧 は 認知 され て いる 宕 
手 県 の 三陸 海岸 を タテ に 貫く 移動 手段 、 ま た 、 沿 岸 と 内 陸 を つ な 
ぐ 移 動 手 段 が で きる こと は 、 明 治 維新 か ら の 悲願 で あっ た 。 復興 
復興 に NRN rr 代 化 
の 次 の 段階 に 進ん で いく た め に も 必要 で ある 。 












































谷村 先程 は 、 知 事 に 予算 を 投入 し ろ と 言っ た の で は な く 、 知 事 に 国 
に 働き か け て ほし いと いう 趣旨 で 言っ た も の で ある 。 




















葉 部 長 た だ いま ディ スカ ッ シ ョ ン で 新しい 課題 の 提示 等 も 頂い た 。 
CE また 、 そ の 他 の 会 員 の 取組 
(0 he EE 会 員 で 
情報 を 共有 し て 、 問 題 の 解決 に 向け て 取り 組ん で 行き た い 。 

次 第 MC ER 
































(な し ) 


それ で は 以上 で 、 終 了 す る 。 


